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縣
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"
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ユ26-24

125-37

125-35

125_30

125-36

125_45

126_50

6

1鈎獲屋敷
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測定屋敷
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5.15

,99

4,88

7,94

6,05
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2,07
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、
瀬
魚
漁
業
試
験

 四
、
南
洋
漁
業
試
験

 第
二
.沿
岸
近
海
漁
業
ノ

調
査
試
験

一
潜
水
調
布

 二
、
電
氣
集
魚
燈
利
用

鯖
漁
某
試
験

 三
、
絹
糸
漁
.網
試
験

 四
、
飛
魚
漁
莱
試
験

 五
、
雑
試
験

 第
三
、
主
要
漁
業
ノ
基
礎

的
説
査

 一
、
海
洋
調
査

 イ
、

 口
、

定
貼

横
籔

観

観

'
.

狽』狽

 二
、
重
要
魚
澗
違
調
査

第
四
増
殖
試
験

 漁
況
ノ
調
査
及
漁
場
ノ
摘
張
ヲ
圓
ル
爲
メ
年
約
ノ
方
法
二
体
リ
漁
期
ノ
當
初
二
於
テ
ハ
主
ト
シ
テ
漁

 況
ヲ
調
査
シ
他
ノ
肺
翔
一
.於
テ
ハ
南
方
遠
洋
相
場
ヲ
調
査
シ
英
ノ
結
果
ヲ
闘
係
者
二
速
報
シ
営
業
者

 活
動
ノ
費
二
供
セ
ン
ト
ス

 漁
場
ノ
接
張
及
漁
期
ノ
延
長
ヲ
囲
ル
鷲
延
縄
ヲ
用
ヒ
試
験
入

 南
方
海
厘
二
於
ケ
ル
底
棲
魚
族
ノ
状
況
ヲ
調
査
シ
之
ガ
漁
獲
方
法
ヲ
究
ム
ル
爲
メ
延
縄
漁
菜
ノ
試
験

ヲ
ナ
ス

 秋
冬
期
二
於
ケ
ル
解
漁
業
閑
散
期
ヲ
利
…
川
シ
嘗
莱
背
ト
共
同
シ
テ
南
洋
方
面
二
於
テ
鰹
鮪
漁
業
試
験

 ヲ
ナ
シ
以
テ
此
ノ
期
間
=於
ケ
ル
漁
船
ノ
使
途
ヲ
開
拓
セ
ン
ト
ス

 潜
水
.一
体
リ
定
置
漁
具
敷
設
ノ
賞
状
海
底
ノ
搬
態
ヲ
精
査
シ
實
際
昌
適
合
ス
ル
様
漁
具
漁
法
ノ
改
善

 ヲ
固
リ
父
介
類
、
寵
蝦
、
海
人
草
等
ノ
底
棲
動
棚
物
ノ
棲
息
状
態
及
第
礎
等
ノ
賞
状
ヲ
調
査
シ
以
テ

 合
法
的
施
設
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス

 縣
下
=於
テ
ハ
未
ダ
釣
漁
葉
二
電
氣
集
魚
燈
ヲ
利
用
セ
ル
そ
ノ
無
キ
ヲ
以
テ
新
二
電
氣
集
魚
燈
利
用

 ノ
蜻
釣
漁
葉
試
験
ヲ
鰯
シ
以
テ
経
費
ノ
節
約
漁
獲
ノ
増
進
ヲ
圃
リ
現
實
二
範
ヲ
示
シ
テ
當
葉
者
ヲ
指

 導
七
ン
ト
ス

 絹
糸
製
龍
蝦
刺
網
ヲ
使
用
シ
之
ガ
耐
久
力
漁
獲
率
等
二
付
常
業
者
ト
共
同
シ
試
験
セ
ン
ト
ス

 當
業
者
卜
共
同
シ
新
企
ノ
網
漁
具
ヲ
使
用
シ
漁
具
漁
法
ノ
改
善
ヲ
箆
シ
斯
業
ノ
振
興
ヲ
圃
ラ
ン
ト
ス

 前
各
項
以
外
ノ
試
験
調
査
ニ
シ
テ
臨
機
楽
急
事
項
二
付
試
験
セ
ン
ト
ス

 鹿
兄
島
溝
内
沖
小
島
二
定
鮎
ヲ
設
ケ
毎
月
二
回
観
測
ス

 本
縣
主
嬰
漁
族
タ
ル
鰹
鮪
騎
螂
蝿
飛
魚
漁
葉
ト
海
洋
ト
ノ
關
係
ヲ
明
ニ
ス
ル
爲
左
ノ
通
リ
観
測
ス

 郡
井
岬
“
火
崎
問
火
崎
東
南
東
一
八
、
五
浬
間

 佐
多
岬
11極
子
島
北
端
間
野
間
岬
“
黒
島
脚

 野
い
岬
ヨ
リ
釣
掛
崎
ヲ
経
テ
北
西
徴
曲
一
〇
浬
間

 弼
島
崎
u上
甑
島
東
ノ
浦
脚

 上
駆
島
港
願
鼻
ヨ
リ
北
西
微
丙
八
浬
間

射
手
崎
"岳
島
燈
墓
間

 開
聞
岬
11大
島
削
大
島
H西
約
一
〇
〇
浬
、
二
、
五
、

白

至

自

至

自

至

自

至

二
月

六
月

七
月

八
月

十
一
月

一
月

十
月
二
月

 ヒ
島
及
沖
縄

沖
合

麦
那
東
海

大
島
沖
合

一
甫
洋

周
年

白

至

自

至

自

至

四

六十

五

五七

月月月月月月

毎
月
二
同

白
十
日

至
五
月

毎
月
一
同

一
下
J

■■

匝

繭
鮭
器

 出
水
、

 肝
麗
、

熊
毛

川
邊
各
郡

那

 八
、

月

 鰹
螂
鯛
ノ
洞
遊
移
動
ノ
状
態
ヲ
調
査
ス
ル
爲
標
識
ヲ
付
シ
放
流
ヲ
爲
シ
以
テ
斯
薬
ノ
合
硯
的
経
軽

 二
賓
セ
.ン
ト
ス

 
 

 
養
一
、
寵
蝦
及
小
鮎
墳
殖
.木
懸

 
 

 
殖
事
諜
及
水
一

  
 

二
、
員
珠
介
養
殖
試
験
甑
島
一

 
 

 
β
⊥
昔
三
.海
人
草
蕃
殖
試
験
海
人
一

  
 

-第五主要製品ノ改善昌闘スル試嚇
  

 
製
■
鰹
節
製
造
試
験
及
嘗
葉
一

  
 

偉
習
爲
サ

  
 

二
、
鯖
碗
製
造
試
瞼
蜻
節

 
  
造
ハ
レ
、

   ス

  
 

三
、
大
羽
鯛
製
遣
試
験
關
係
…   從來
.

 
 

 
部
四
、
雲
冊
黎
遣
試
験
縣
丁

  
 

五
、
薙
試
験
前
査

   鰹
及
}

  
 

第
六
、
指
導
本
場

   シ
必
}

 木
縣
滑
岸
二
於
ケ
ル
磯
付
生
物
中
最
モ
重
要
ナ
ル
穂
製
ト
淡
水
魚
タ
ル
鮎
ノ
峨
殖
ヲ
囲
リ
以
テ
滑
岸

 及
水
面
ノ
生
産
ヲ
増
進
セ
ン
ト
ス

 甑
島
長
肩
産
ノ
眞
珠
介
稚
介
ヲ
縣
下
適
地
二
移
殖
シ
母
介
養
成
試
験
ヲ
爲
サ
ン
ト
ス

 海
人
草
ノ
繁
殖
状
況
ヲ
調
査
シ
併
セ
テ
優
良
稲
ノ
移
殖
試
験
ヲ
爲
サ
ム
ト
ス

 嘗
葉
者
ト
共
同
シ
鰹
節
ノ
製
造
方
法
ノ
改
善
特
二
蒸
乾
二
付
研
究
ス
ル
ト
共
呈
製
造
技
術
ノ
倣
習
ヲ

 爲
サ
ン
ト
ス

 蜻
節
ハ
比
較
的
脂
肪
量
多
ク
品
質
劣
リ
従
來
眈
脂
ノ
方
法
ハ
種
々
講
ゼ
ラ
レ
シ
モ
未
ダ
實
際
的
二
行

 ハ
レ
ズ
本
場
ハ
諮
試
験
ノ
長
ヲ
探
リ
複
式
晩
脂
ノ
方
法
二
依
リ
^験
シ
斯
業
開
襲
ノ
賓
二
供
セ
ン
ト

 關
係
機
蜘
ト
迦
絡
シ
テ
ト
マ
ト
サ
ー
ヂ
ン
製
遣
中
特
二
原
料
虞
理
法
二
付
キ
試
験
セ
ム
ト
ス

 從
來
ノ
如
ク
筒
其
ノ
他
時
季
鯛
製
]㎜
ヲ
試
製
シ
當
業
者
ノ
指
蝶
ヲ
擬
サ
ム
ト
ス

 縣
下
各
地
二
多
産
ス
ル
う
に
ノ
利
刷
方
法
ヲ
講
究
ノ
爲
蒸
う
に
ノ
.試
製
ヲ
鰯
サ
ム
ト
ス

 前
各
項
以
外
ノ
試
験
調
査
ニ
シ
テ
臨
機
緊
急
事
項
呈
付
試
験
セ
ム
ト
ス

 鰹
及
鮪
漁
船
指
導
ノ
タ
メ
木
場
幟
員
ヲ
常
業
者
船
二
乗
船
セ
シ
メ
ム
ト
ス

 本
場
二
於
テ
施
行
シ
ク
ル
試
験
ノ
緒
果
二
基
キ
指
導
ス
ベ
キ
モ
ノ
及
水
産
薬
ノ
現
状
及
趨
勢
ヲ
調
査

 ソ
逆
要
ト
認
メ
ラ
ル
事
項
二
錫
シ
テ
ハ
改
善
方
法
ヲ
究
メ
指
導
セ
ン
ト
ス

白
十
月
縣
下

 至
二
万
沖
く
n

年

周
年

自
四
月

至
十
二
日
.

 旨
、
汗
囑

山 柑
宿
、
縣
内

主
硬
河
川

箏
兄
島
郡

蕨
摩
郡

囲
吹
郡

薩
摩
郡

白

至

日凹じ

白
五

至
八

白
一
至
三

自
四

至
八

 白
へ
至
三

月月1
・
1
'

,rη月月月月月

一一

ヒ
ロ
芋H∫

熊

ーハ

各各

宿
榔

蓬
郡

毛
都

邊
郡

郡那



昭和十一年度鹿児島縣水産試験場業務別豫算

攻
入
豫
算

内
詳
漁
碓
物
九
.
二
五
五

 二
二
、
二
〇
一
圓

 生
産
物
三
、
九
三
六
不
用
品
一
〇
回

部
一

竺
庶
務

部避

1■,

久
根

酪
所

維
弍 一
.一
H

験

二
一

612
4
田
1
7
0
0

1
^
0
6

12

5
2

20

063

一
5一 一、

10

15

83

0
6
7
.
7

0
6
3

野

並

製

丹
二
一
二
一

鮪

業

指

導

100

鰹1満
1薫

導

11G0

 海洋■

調

査

254!

海

人

車

20

129『

40

臥

 調工i

10

29

寵

蝦

及

小

鮎

210

360

節

574

400

 3801則。

蜻

節

82

70

110

90

1、。11
 1,、。。i、、、

1.8コ4

]80

212

9020

鯛

350

26

338

195

80

521

 一鴉㎜、

一蝸一

殖部
絶

レ

↓

-

調
査
一

-漁
業
指
導

飛

部

魚

釣鱗
漁

業

置
推定

携

 缶
…

瀬
i

漁

業一

生
卜
 ・
r
缶
…

 南
エ

 ,、
葉
一

漁
業

漁
光
洋

:=二

照
洋

豫
算
額

 】趾

2S8 1・0204801

 L・・一'44;
160 200 400

 2〕8r
._コ
375=

124

1,436 312

111・1
639

56.491

16,141

10,098

 〕
一
7

 。一。
1

二

 ＼事

＼

 ・菜＼

 科＼男

1＼

縣職員費

2
.
902∵

40,350i
__1

18.6581

15,297.

914

2,255、、、1

21,680

4.001

10,834

6,755

10

2,328 1,792

720

135

1,738

3,208.

3.4361

46

600

1,409一

68

2,414

.
0
.
一
,
1

0
一
5

7
1
一
2

o
J

費

族

賞典
φ

水産試験場費

雑給

諸備給

技術貝旅費

當

手

具賞

費

場

備品費

消耗品費

原料費

親魚購入費

通信蓮搬費

印刷費

使用料

被服費

修繕費

1,814

732 35」20

0
0
1

2
一
1

 1
一
〇
D

 ヨL 30

421

12



漁
業
連
絡
.
試
験
表

第九航海

6月25日

7月6目

4目

z

7-3

v

7-2

X

7-1

w

6-29

第八航海

6月13日

421日

4日

"1"
一1

 ・1」二旦

 1・・一・
6-15

第七航海

5月28目

6月7日

4日

 一■■

6_3

s

6-2

一

24-08
L

8
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q

6-1
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27.O

」251」23

,

10.m

23

間

5n

10
 一
I

5-16

28_47

127_58

8

 日w,1

22.8

756.5

25.9

1-24

“I≡

淡

不良

5㎜

20本

180圓

1。。1。、
1一

86

284.860

第五航海

4月30日

5月5日

3日

 5一・4

27_03

128-35

C_lO

SE.3

22.5

760

24.9

24,6

25.78

25.73

1_

胆急

15n

7

5-3

28-40

127_44
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28_56
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SSE.3
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760
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濃

1。。、
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220圃

115 405 175

470.200

第四航海

4月13日

216日

2日

4-15

28-52

127-42

C-lO

8.2

1S.6
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21.8

21,9

25.196

26.14

1.22…

雌魚

不良

71㎜

35

0

4-13

29-21

128i12

C8

W1
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26.23
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 ○急

淡

並

15間

20

250局

714 223

11204.700

第三航海

3月28目

4月1目

2日

F
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28-27

127-17

8.2

帖3

16.5

766

21.1

20.7

26.02

25.78
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良
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【
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淡

並
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18本
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策二航海
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D
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 、追_一

5間
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良
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8

29-08
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1
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良
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漁

気
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海
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魚

群

激

臭

餌

料

漁

獲

物

責上金額



昭和十一年度.

照洋丸軽漁場圏



昭和十一年度

鮭漁場艶聞並谷月重心点穆勤圃
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2月漁場重心点
 3・月漁獲重心点



南
方
鰹
鮪
漁
業
共
同
試
験

 趣
旨
鰹
漁
業
の
閑
散
期
た
る
秋
冬
期
に
於
け
る
大
型
漁
船
の
利
用
法
と
し
て
表
南
洋
麺
漁
の
可
否
を
試
験
し
併
せ
て
同
方
面
に
於
け
る
新
漁
礁
を
探
検
し
緬
漁
の

 確
資
性
を
増
大
せ
ん
と
す
θ

 方
法
本
場
と
枕
崎
漁
業
販
實
購
疏
利
刷
組
合
と
の
共
同
試
験
と
し
組
合
よ
り
調
布
船
及
漁
夫
を
提
供
し
本
場
よ
り
試
験
費
ピ
し
て
一
、
五
六
〇
回
を
支
出
し
漁
獲

 高
の
百
分
の
二
を
本
場
に
牧
人
し
残
額
を
船
主
敢
得
と
す
。

調
布
舳
薩
洲
九
二
六
一
毛
四
〇
〇
馬
力

冷
藏
能
力
一
八
屯
無
線
電
信
電
話
長
短
波
併
用

乗
組
員
調
査
員
外
七
十
五
名

 厘
域
『
ス
ル
海
』
『
セ
レ
ベ
ス
海
』

期
間
自
昭
和
十
一
年
十
一
月
至
翌
年
二
月

 漁
獲
物
産
理
氷
藏
冷
藏
に
て
鮮
魚
の
儘
根
擦
地
に
運
搬
賓
却
す

経
過
概
要

第
一
航
海

 餌
料
不
足
勝
に
て
櫻
島
小
池
及
自
演
に
て
中
里
口
鯛
各
牛
最
宛
合
計
二
二
〇
桶
(満
載
の
三
割
減
)積
込
十
月
こ
十
五
日
出
帆
す
當
時
水
溜
二
十
四
度
に
し
て
呂
宋

 。
σ
◎
胴
=に
至
る
五
日
間
に
二
度
上
昇
更
に
牛
蓋
夜
に
二
度
上
昇
せ
し
か
飼
料
に
蟹
化
を
認
め
す
蝿
粉
末
を
給
し
つ
、
南
下
す
、
呂
宋
に
至
る
閉
疾
風
乃
至
強
風

 の
北
風
な
り
し
が
『
ス
ー
ル
海
』
迄
常
時
八
浬
三
内
外
の
速
力
に
し
て
『
、
、
、
ン
ド
ロ
』
海
破
迄
七
豫
夜
孚
夫
よ
り
十
一
時
間
に
し
て
夢
署
甘
}～
§
ξ
5の
漁
場

 に
達
す
。

 漁
場
天
候
未
だ
北
東
信
風
季
に
韓
族
ぜ
ず
天
候
不
定
に
し
て
気
温
水
温
昇
ら
ざ
り
し
も
此
の
三
日
間
は
決
晴
に
恵
ま
れ
餌
付
不
良
に
し
て
試
漁
二
十
回
釣
漁
十
五
回

 漁
獲
毎
回
二
百
乃
至
千
尾
総
計
五
千
八
百
尾
を
得
た
り
夫
よ
bo巳
三
-一
.に
至
り
し
が
天
候
不
定
と
な
り
曇
或
は
雨
天
績
き
魚
群
浮
上
減
じ
餌
付
極
め
て
不
良

 と
な
る
、
三
日
問
に
試
棋
士
二
回
釣
魚
十
二
回
毎
回
百
尾
乃
至
五
百
尾
に
し
て
総
計
三
千
百
尾
を
得
七
目
正
午
。
語
く
…
一
・
に
て
餌
竈
さ
饒
途
に
就
く
、
呂
宋

 海
峡
は
北
東
の
強
風
な
り
し
も
七
浬
弱
の
速
力
を
保
ち
赤
尾
島
以
西
に
於
て
烈
風
な
り
し
も
荷
時
速
力
浬
七
島
に
於
て
は
疾
風
に
封
じ
て
倫
時
速
力
浬
牛
を
閑
し
一

 理
牛
乃
至
二
浬
(臥
蛇
島
附
近
)の
潮
速
を
感
知
せ
り
。

南
方
鮪
鰹
漁
業
共
同
試
験
七
.



南
方
鰹
鮪
漁
業
共
同
試
験
八
.

 木
航
海
中
機
械
換
水
槽
に
於
て
は
一
週
間
目
頃
よ
り
携
死
鯛
一
日
小
柄
三
杯
位
死
生
じ
た
b全
部
椿
痩
せ
る
も
の
な
り
、
察
す
る
に
換
水
式
は
常
時
一
定
の
回
韓
水

 流
に
抗
す
る
爲
め
運
動
疫
努
に
依
る
も
の
な
る
可
く
給
餌
料
増
加
し
一
日
量
鯛
体
重
の
千
分
の
五
倍
給
す
れ
ば
防
ぎ
得
る
も
の
、
如
し
。

 漁
獲
物
虚
理
は
始
め
碓
氷
を
用
ひ
て
水
氷
漬
と
し
其
後
は
冷
却
管
に
邊
氣
す
る
の
み
に
て
常
に
零
度
を
保
て
b、
水
揚
は
全
部
六
尺
廻
り
鰹
九
千
尾
に
し
て
合
計
七

 千
七
百
四
捨
三
国
を
得
た
り
。

 相
場
斤
十
三
-
十
七
銭
大
部
分
十
四
鐘
に
し
て
内
地
物
の
大
掛
な
り
。
.

第
二
航
海

 十
一
月
十
八
日
全
じ
く
餌
料
不
足
に
て
満
載
閉
來
す
櫻
島
白
濱
及
小
池
に
て
二
六
〇
桶
積
載
出
帆
す
途
中
餉
航
同
様
の
速
力
に
て
八
書
夜
に
し
て
二
十
六
目

 U◎
旨
OO=O}Fに

達
す
。

 天
候
相
良
好
に
し
て
水
温
二
七
-⊥
一
九
度
な
b、
餌
付
良
好
に
し
て
毎
回
二
百
乃
至
三
千
尾
、
操
業
四
日
間
に
試
漁
四
一
回
中
釣
魚
二
八
回
総
藪
一
萬
五
千
五
百

 余
尾
を
獲
蹄
途
に
向
ふ
、
北
上
中
『
マ
=7』
北
部
に
て
魔
風
(七
四
二
耗
)に
遭
遇
北
の
麟
風
に
全
速
航
行
せ
し
が
吃
水
深
き
爲
船
首
部
波
浪
に
没
入
し
破
損
せ

 る
に
依
り
針
路
反
榑
荒
天
準
備
を
な
し
鑓
杭
三
日
午
後
再
ぴ
微
速
北
上
始
め
呂
宋
海
峡
時
速
五
浬
に
て
七
目
高
雄
寄
港
増
水
の
上
十
二
目
枕
崎
に
蹄
港
す
蹄
途
十
二

 日
を
要
せ
b
。
,

 漁
獲
一
萬
五
千
五
百
尾
に
封
し
八
千
五
百
歩
拾
参
圓
を
得
相
場
下
落
し
斤
十
鐘
内
外
に
し
て
内
地
物
の
七
掛
な
り
、
本
年
は
十
二
月
中
も
内
地
物
の
水
揚
あ
り
て
本

 年
末
滞
貨
の
傾
向
あ
り
。

 急
速
冷
凍
成
績
零
下
二
十
度
二
毛
牛
の
飽
和
塾
水
中
に
六
尺
廻
b鰹
三
尾
を
浸
漬
し
試
験
し
た
る
に
こ
時
間
牛
に
し
て
中
心
末
凍
部
直
径
約
こ
寸
、
三
時
間
牛

 に
し
て
完
全
に
凍
結
す
組
織
内
結
晶
状
態
及
製
遣
試
験
等
施
行
し
得
ざ
り
し
も
外
親
に
於
て
は
休
色
全
く
鐘
化
せ
ず
背
部
美
麗
な
る
色
彩
及
腹
部
銀
白
色
に
し
て
全

 く
生
魚
と
異
ら
す
眼
球
水
晶
休
は
凍
結
し
声
色
を
呈
す
る
も
融
解
後
は
復
奮
ヰ
、
之
を
普
通
氷
漬
の
場
合
三
時
間
に
し
て
調
色
す
る
よ
り
見
て
1研
究
の
要
あ
り
と
認

 む
。

 魚
体
に
就
て

 今
回
の
調
査
に
依
れ
ば
『
ス
ル
海
』
産
鰹
の
肥
満
席
最
も
小
に
し
て
七
島
産
(薩
南
)之
に
次
ぎ
八
重
山
近
海
産
最
犬
な
。
、
之
が
方
程
式
茨
の
如
く
得
た
る
も
未
だ

 測
定
資
料
少
さ
今
回
の
も
の
、
み
に
依
る

 X
亭
蒔
融
婁
1
-
o
.
o
冨
一
ω
・
嵩

 十
一
服
勲
タ
、
“
o.oミ

ー
ω
・
ω



調
査
結
果

 イ
、
航
海
敷

 口
、
操
業
目
藪

 ハ
、
漁
獲
回
数

 二
、
漁
具
使
用
合
計

 ホ
、
餌
料
使
崩
藪

 へ
、
漁
獲
物

 ト
、
賓
上
金
額

二
航
海

一
一
日

五
五
回

 三
、
八
五
〇
約

 四
八
O桶

 中
鰹
二
四
、
八
〇
九
尾

 ニ
ハ
、
二
七
六
回

通
漁
試
験
表

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
月
日
扇
麟
一
漁
場
位
置
一
漁
獲
物
一
水
温
一
.摘
要

          '

 
 

 
 

      
昭
和
十
一
年
ATH、

リ
ー
フ
中
鰹

 
  

 
 

 
 

 
  

十
一
月
二
日
南
東
回
浬
附
近
五
五
〇
尾
二
八
、
八
試
漁
九
回
、
釣
魚
三
回
、
十
二
時
ヨ
リ
十
七
時
の
問
釣
獲

 
 

 
 

      
全
三
目
全
全
全

    
 

 
    

三
、
三
三
〇
尾
二
八
、
六
七
時
四
十
分
よ
り
一
五
時
二
十
分
の
問
試
漁
十
一
回
釣
魚
九
回

 
 

 
 

 
 

 
   

四
日
全
全
全
…
二
〇
星
二
八
、
五
九
時
一
回

 
  

       
全
B九
度
五
分
北
二
一   

 
 

 
 

   
○
度
ニ
ニ
分
東
一
、
一
五
〇
尾
二
八
、
六
ニ
ニ
時
一
回

          `

 
  

       
全
C九
度
一
〇
分
化
一   

 
 

 
    

二
〇
度
四
四
分
東
五
〇
〇
尾
二
八
、
八
一
六
時
よ
り
一
八
時
の
間
釣
魚
三
回

 
  

       
五
日
Dカ
ビ
リ
島
   

 
 

 
    

南
東
回
浬
八
五
〇
尾
二
八
、
五
-二
八
、
八
十
一
時
よ
り
三
十
分
間
釣
魚
三
回
十
一
時
前
試
魚
三
回

 
  

       
全
Eカ
ビ
リ
島
   

 
 

 
    

南
=一
理
二
五
〇
尾
二
八
、
八
ニ
ニ
時
よ
り
二
十
分
間
釣
魚
二
回

 
  

       
六
日
Fカ
ビ
リ
島
   

 
 

 
 

   
束
七
浬
二
〇
〇
尾
二
八
、
五
一
一
時
四
〇
分
よ
り
ニ
ニ
時
四
〇
分
の
間
釣
魚
二
回
午
前
中
試
漁
三
回

    
 

     
-
-
-
-

南
方
鰹
鮪
漁
業
共
同
試
験



浦
方
鰹
鮪
漁
業
共
同
試
験

 
  

      
一全Gカビリ島

   
 

 
 

 
  

北
東
十
浬
五
〇
〇
尾
二
八
、
五
正
午
過
試
魚
三
回
餌
付
な
し

 
 

 
 

 
    

七
日
Hカ
ガ
ヤ
ン
島
中
、
二
〇
〇
尾

   
 

 
 

 
 

 
甫
八
浬
三
〇
〇
尾
二
八
、
五
七
時
、
一
〇
時
三
十
分
釣
魚
二
回

         Jノ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
全
1カ
ガ
ヤ
ン
島
、
jノ
三
〇
〇
尾
二
八
、
五
十
時
四
十
分
釣
魚
一
回
●

   
      

南西五浬

 
 

 
      

全
Jカ
ガ
ヤ
ン
島
   

 
 

 
 

 
 

西
回
浬
中
五
五
〇
尾
二
八
、
六
二
一
時
二
十
分
釣
魚
一
回

 
  

      
二
六
日
Kド
ン
ド
ネ
ー
島   

 
 

 
  

 
西
三
浬
中
七
六
〇
尾
二
九
、
O十
七
時
釣
魚
一
回
試
魚
三
回

 
  

      
二
七
日
Lカ
ビ
リ
島
   

 
 

 
   

東
回
浬
中
五
、
一
〇
〇
尾
二
八
、
五
-二
九
、
○
八
時
四
十
分
よ
り
十
七
時
十
五
分
に
至
る
間
釣
魚
七
回
試
漁
二
回

         -

 
  

      
二
八
日
Mカ
ビ
リ
リ
ー
フ   

 
 

 
   

南側及北西側中三.九〇〇尾二七,Ol二八、○八時四十五分より十七時四十分似間釣魚七回
 

 
 

 
 

    
二
九
日
Nカ
ビ
リ
島
中
、
三
七
〇
尾

   
 

 
 

 
 

 
北
東
側
』
ノ
六
〇
〇
尾
二
七
、
五
一
五
時
三
十
分
よ
り
十
八
時
の
間
釣
魚
三
回

 
  

 
 

 
 

  
三
〇
日
OT〃

リ
ー
フ
中
三
、
六
五
〇
尾
二
八
、
二
二
一
時
四
五
分
よ
り
十
六
時
四
十
分
ノ
間
釣
魚
一
〇
回
正
午
頃
試
魚
五

         回

         ■



鯖
鈎
漁
業
試
験

 趣
旨
縣
下
に
於
て
電
氣
集
魚
燈
を
利
舳
せ
る
も
の
は
八
田
綱
に
於
て
水
上
鮒
明
燈
(援
電
機
式
)八
基
あ
る
外
的
漁
業
に
於
て
は
鮪
延
縄
漁
船
の
餌
蜻
釣
獲
に
際

 し
船
内
照
明
燈
を
利
用
す
る
程
凌
に
し
て
能
率
最
も
良
好
な
る
水
中
燈
を
利
刷
せ
る
も
の
無
さ
を
以
て
本
場
に
於
て
は
薪
に
米
機
を
利
崩
す
る
鯖
釣
漁
業
試
験
を
施
行

 し
漁
獲
能
率
の
増
進
と
経
費
の
節
減
を
闘
り
併
甘
て
漁
族
の
習
性
並
に
海
況
を
究
明
し
以
て
現
實
に
英
の
範
を
示
し
斯
業
の
進
展
を
間
ら
ん
と
す
。

方
法試
験
船
光
洋
九
二
〇
屯
田
〇
馬
力

乗
組
員
調
査
員
外
十
一
名

海
厘
三
方
曾
根
屋
久
曾
根
梅
吉
曾
便
中
之
瀬
種
子
島
東
部
沖
合

期
間
自
昭
和
十
一
年
五
月
一
目
玉
全
年
八
月
二
十
三
日

 漁
法
天
秤
釣
十
個
を
用
ひ
水
中
電
氣
集
魚
燈
一
基
及
カ
ー
バ
イ
ト
ラ
ン
プ
(五
〇
燭
光
と
穂
す
る
も
の
)八
個
を
交
互
使
州
し
て
比
較
試
験
を
な
す
。

 漁
獲
物
鹿
理
法
氷
藏
の
儘
鮮
魚
に
て
根
櫨
地
に
運
搬
賓
却
す
。

水
中
電
氣
集
魚
燈
構
造

 名
稽
LCL水

中
燈
と
槽
し
蓄
電
池
式
な
り

 燈
具
一
式
総
重
量
約
十
五
駈
に
し
て
次
の
部
分
よ
り
な
る

 錆
鐵
製
笠
置
脛
二
十
糎
附
腐
反
射
鏡
直
脛
十
一
握
電
球
(618V五

〇
uPヒ

ラ
メ
ン
ト
二
個
入
に
し
て
適
宜
一
個
点
滅
可
能
自
動
車
ヘ
ッ
ド
一
7イ
ド
を
利

 用
せ
る
も
の
な
b)二
個
聯
装
総
光
力
三
六
〇
燭
光
、
硝
子
製
水
密
グ
ロ
ー
ブ
(内
腔
十
二
糎
)グ
ロ
ー
ブ
締
付
雌
捻
子
(嬢
鐵
製
)生
用
.コ
ム
バ
ッ
キ
ン
及
防
水

雷
繕
十
米
(周
王
糎
)付

 記
箪
幽
配
電
函
に
は
光
力
四
段
切
替
ス
ヰ
ツ
チ
及
点
滅
ス
ヰ
ツ
チ
二
個
を
有
し
前
者
は
左
右
両
様
に
回
韓
し
(右
軽
減
光
左
轄
増
光
)各
段
毎
に
ヒ
ラ
メ
ン
ト
を
減

 よ
り
順
次
一
、
二
、
三
個
を
点
し
電
流
零
よ
り
五
、
一
〇
一
五
ア
ン
ペ
ア
を
通
す
点
滅
ス
ヰ
ツ
チ
は
ヒ
ラ
メ
ン
ト
一
個
を
点
滅
す
俵
て
両
者
乗
用
に
よ
り
光
力
を
加

 減
す
る
も
の
に
し
て
初
め
点
滅
ス
ヰ
ツ
チ
に
よ
bヒ
ラ
メ
ソ
ー
ト
一
個
を
点
じ
更
に
切
替
ス
ヰ
ツ
チ
に
よ
り
順
弐
三
個
を
点
じ
合
計
四
個
二
〇
〇
CPと

な
る
之
れ

 抵
抗
器
に
よ
り
光
力
を
増
減
す
る
杉
浦
式
と
異
る
所
な
り
。

 蓄
電
池
日
本
電
池
株
式
奮
肚
特
許
鉛
粉
製
uSFAKカ

サ
ノ
レ
ト
式
蓄
電
池
に
し
て
718V春

量
一
〇
五
A且
の
、
の
二
個
並
列
放
電

 充
電
器
マ
ツ
グ
タ
ン
が
1H+二

型
に
し
て
六
Aタ
ン
ガ
ー
バ
ル
ブ
二
個
を
使
用
す
却
整
流
電
流
最
犬
十
二
Aな
る
を
以
て
容
量
一
〇
五
A互
の
本
電
池
は
九
時

 鯖
釣
漁
業
試
験
㌣
一
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 聞
に
て
充
電
さ
る
、
8Vな
る
を
以
て
直
列
に
て
は
八
個
迄
同
時
間
に
て
充
電
し
得
パ
ル
プ
故
障
の
場
合
は
点
火
せ
る
も
整
流
せ
ず
整
流
し
居
る
時
は
青
味
の
燭
を

 護
す
バ
ル
ブ
二
個
に
て
二
一
Aの
整
流
電
流
な
る
を
以
て
充
電
に
當
り
一
個
宛
取
り
外
し
.六
A流
る
、
や
否
や
を
駁
す
る
を
要
す
。

 経
過
概
要
充
電
の
開
係
に
よ
り
山
川
港
を
根
擦
と
し
充
電
機
を
全
漁
業
組
合
事
務
所
に
装
置
し
蓋
間
配
婁
犠
を
施
し
瞳
時
充
電
可
能
な
ら
し
む
一
五
月
言
山

 川
港
務
第
一
航
海
を
開
始
す
初
市
句
は
梅
吉
曾
根
に
操
業
す
三
方
曾
根
は
流
向
悪
く
未
だ
本
格
的
漁
事
な
し
、
屋
久
中
之
瀬
、
梅
吉
、
西
新
曾
根
の
各
漁
場
稿
活
況
を

 呈
し
梅
吉
曾
根
方
面
は
一
夜
四
十
隻
内
外
の
出
漁
船
あ
り
一
隻
當
b三
百
乃
至
二
千
尾
の
漁
獲
に
し
て
魚
慣
は
一
湊
並
に
山
川
方
面
斤
鴬
b八
鍾
内
外
鹿
児
島
は
一
尾

 當
b八
鐘
内
外
を
構
へ
た
る
も
下
句
に
至
b約
一
銭
の
値
下
り
あ
り
。

 漁
場
表
面
水
温
二
十
二
度
内
外
二
十
五
米
履
と
の
隔
差
二
分
乃
至
五
分
潮
流
主
と
し
て
東
偏
な
る
も
時
に
北
東
流
あ
り
流
速
牛
浬
乃
至
一
理
あ
b該
海
況
は
礎
來
調
査

 せ
る
結
果
に
徴
し
鯖
漁
に
は
良
好
な
る
海
況
な
る
も
此
に
反
し
北
東
風
蓮
吹
せ
は
水
温
低
下
し
豊
後
水
道
に
端
を
策
す
る
西
偏
乃
至
南
西
偏
の
潮
流
現
出
し
所
謂
漁
葉

 上
最
も
忌
む
可
き
三
方
潮
と
な
b全
く
漁
事
な
し
、
本
船
は
民
間
船
に
比
し
水
中
電
氣
集
魚
燈
の
効
果
に
依
b二
割
乃
至
十
割
の
増
獲
を
見
た
り
五
月
末
に
至
b前
起

 漁
場
不
振
と
な
り
三
方
曾
根
盛
漁
期
に
入
り
活
況
を
呈
す
一
夜
一
隻
當
り
千
乃
至
三
千
尾
の
漁
獲
あ
り
漁
慣
斤
當
り
五
銭
内
外
と
な
る
五
月
末
目
よ
。
数
日
間
暴
風
後

 の
影
響
に
て
水
湖
低
下
蟹
潮
流
を
示
し
三
方
、
梅
吉
、
中
之
瀬
各
漁
場
不
振
と
な
b出
漁
船
少
く
屋
久
曾
根
方
面
の
み
五
百
乃
至
千
尾
の
漁
事
あ
り
し
も
一
般
に
不
振

 な
b魚
憤
は
八
銭
内
外
な
り
、
中
旬
以
後
三
方
曾
根
に
操
業
す
各
漁
場
不
振
な
る
も
本
漁
場
は
梢
活
況
を
呈
せ
る
た
め
民
間
船
も
專
ら
=.方
曾
根
に
操
業
す
出
漁
船
三

 十
乃
至
七
十
隻
に
し
て
一
隻
一
夜
三
百
乃
至
千
二
百
尾
の
漁
な
る
も
他
漁
場
に
比
し
常
に
魚
体
小
な
り
(目
廻
九
〇
匁
内
外
)魚
慣
六
銭
内
外
と
な
る
。

 生
殖
線
は
権
吉
曾
根
の
も
の
熟
度
三
乃
至
四
な
る
に
比
し
本
漁
場
の
も
の
全
く
零
な
り
。

 月
末
本
船
は
梅
吉
曾
根
に
試
漁
す
出
漁
船
二
十
隻
内
外
申
鱒
二
、
三
石
見
の
漁
獲
あ
り
本
船
は
電
氣
利
用
の
場
合
何
れ
も
十
割
内
外
堀
獲
す
、
水
温
二
十
七
度
内
外
と

 な
b隔
養
次
第
に
増
し
二
度
乃
至
三
度
と
な
る
、
七
月
中
旬
に
至
り
種
子
島
東
漁
場
に
操
業
す
出
漁
船
十
隻
内
外
何
れ
も
振
は
す
中
鯖
二
百
尾
内
外
な
り
水
漁
二
十
七

 度
内
外
北
々
東
流
緩
慢
な
り
下
句
よ
り
八
月
上
旬
の
問
屋
久
曾
裸
に
操
業
す
出
漁
船
七
十
集
内
外
に
し
て
始
め
三
百
乃
至
千
尾
の
水
揚
あ
り
し
が
水
温
二
十
八
度
乃
至

 二
十
九
度
に
上
昇
し
隔
差
二
、
三
度
と
な
り
攻
策
に
漁
況
不
振
と
な
る
に
及
び
出
漁
船
五
十
隻
に
減
す
中
旬
に
至
り
水
温
二
十
九
度
以
上
二
九
度
九
と
な
り
隔
差
一
慶

 内
外
に
減
じ
た
る
も
餌
付
金
く
不
良
と
な
り
出
漁
船
二
十
隻
以
下
に
城
ヤ
依
っ
て
本
年
度
試
験
を
中
止
す
。

成
績 イ、
航
海
数

十
三
航
海

 口
、
操
業
目
藪

 四
十
三
目
碓
漁
時
間
三
二
一
時
間
小
†

 ハ
、
餌
料
使
用
野

垂
口
蜆
一
五
〇
斤

撞
強
一
鮨
一
二
五
斤

一
四
国
六
四



 二
、
漁
獲
高
"
」
ま
さ
ば
二
五
、
三
三
一
尾

 ホ
、
責
上
金
額
一
、
二
天
国
八
四

 へ
、
電
氣
集
魚
燈
効
果
電
氣
集
魚
燈
は
漁
獲
高
に
於
て
三
割
五
分
の
増
牧
を
見
経
費
に
於
て
著
し
く
安
僚
な
る
が
電
力
費
の
外
に
諸
設
備
費
の
減
債
浦
却
費
に
多
額

 を
要
す
今
漁
獲
高
経
費
共
他
を
比
較
表
示
す
れ
ば
左
の
如
し
。

 イ
漁
獲
高
比
較

 瑚
ち
三
割
の
塘
獲
と
な
る

口
経
費
比
較

種
日
一

占
一
燈

時
間

使

用

量
'
滑

耗
品
)

数
量
金
額

電カ
ー
バ

氣

イ
ド

一
四
四
時
間

 ニ
ハ
八
時
間

 一
七
四
㎜k

一
五
貰

圓
 二
、
O
八

 三
七
、
五
〇

 一
時
間
當
り
浦
耗
額

八
銭

=
二
鐘

ハ

経
費
内
訳

 一
、
電
氣
(一
時
間
當
り
)

充
電
料

 電池溝却費一一娯鵜・、一砺匿詔十時間とす一
 バ
ル
ブ
二
個
(一
個
二
、
五
〇
圓
二
千
時
間
使
用
可
能
)

 充
電
糞
他
備
品
費
毒
醍
封
イ
鵯
鱗
蛸
伸
一

計

 O
,
O
八

 O、
一
一
一

 O、
〇
一

 O、
〇
四

 O、
一
一
五

鯖
釣
漁
業
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 二
、
カ
ー
バ
イ
ト
燈

 (一
時
間
宮
り
)

カ
ー
バ
イ
ト

 燈
具
一
式
消
却
(一
ケ
年
消
却
)

十 …
司

 O
、
:
=

 O、
〇
四

 O、
二
六
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飛
魚
漁
業
共
同
試
験

 趣
旨
前
年
に
糟
承
し
木
縣
沿
岸
漁
業
中
主
要
な
る
地
位
を
占
め
る
飛
魚
網
漁
業
の
改
良
褒
達
を
団
ら
ん
か
爲
め
熊
毛
郡
西
之
表
町
三
ヶ
浦
漁
業
組
合
と
共
同
し
本

 場
試
作
の
改
良
絹
を
同
組
合
に
提
供
し
同
組
合
よ
。
は
五
馬
力
褒
動
機
付
漁
船
二
隻
及
努
力
を
負
措
せ
し
め
五
月
上
旬
よ
り
七
庁
上
句
に
至
る
期
間
中
共
同
試
験
を
施

 行
せ
り
。

 漁
具
。
前
年
試
験
綱
は
嚢
都
狭
小
な
り
し
爲
本
年
は
左
の
如
く
改
造
せ
㌔

嚢
部 イ
、
綿
糸
十
二
木
合
せ
九
勘
百
掛
を
横
目
横
縫
と
し
九
尋
切
十
六
反
縮
結
五
割
に
て
仕
立
四
、
五
尋
鋼
塊
片
側
百
四
十
四
尋
両
側
に
て
二
百
八
十
八
尋

 口
、
縦
目
と
し
三
十
二
暫
切
二
反
三
十
四
事
切
一
反
計
三
反
九
十
八
尋
、
口
の
項
部
は
斜
断
面
の
長
さ
七
、
五
尋
の
三
角
綱
と
な
し
児
と
Bを
縫
合
す
左
水
同
形
に
て

百
九
十
六
号

齢

 ハ
、
縦
目
と
し
三
十
五
尋
切
二
反
七
十
尋
繭
側
に
て
百
四
十
毒
坦
と
H,Aと

Aを
縫
合
し
嚢
を
形
成
す
締
結
は
嚢
奥
八
号
閉
は
五
割
に
て
仕
立
四
尋
弐
の
十
二
尋
問

 は
四
割
に
て
仕
立
七
号
嚢
端
十
五
尋
問
は
三
割
に
て
仕
立
十
五
尋
と
し
仕
立
上
り
計
二
十
■
五
尋

袖
網 縦
目
と
し
二
十
五
尋
切
五
反
百
二
十
五
尋
南
側
に
て
二
百
五
十
軍
縮
結
二
割
に
て
仕
立
二
十
尋

 斜
蓮
七
、
五
尋
の
三
角
綱

 浮
子
綱
マ
ニ
一
7ロ
ー
プ
四
分
経
四
十
八
尋
も
の
二
本
手
綱
五
分
経
マ
マ
民
ラ
ロ
ー
プ
一
本
三
十
五
尋

 沈
子
綱
ク
ー
口
ー
プ
六
分
経
四
十
八
尋
一
本
手
綱
五
分
経
マ
昌
ラ
ロ
ー
ブ
一
本
三
十
五
尋

 締
環
綱
マ
=フ
ロ
ー
プ
五
分
経
四
十
八
尋
一
本
手
綱
全
二
十
五
尋

 浮
子
桐
長
さ
八
寸
巾
五
寸
厚
さ
二
寸
三
分
も
の
二
百
六
十
六
個
漂
子
取
什
け
の
間
隔
は
蒙
奥
に
多
く
し
中
央
部
二
十
四
尋
間
は
尋
囚
個
と
し
九
十
六
個
弐
の
十
二
尋

 間
は
尋
三
個
と
し
三
十
六
個
雨
側
に
て
七
十
二
個
訳
十
尋
問
は
尋
二
五
個
と
し
二
十
五
個
雨
側
に
て
五
十
個
次
十
二
尋
間
は
尋
二
個
と
し
二
十
四
個
爾
側
に
て
四
十
八

個

 吊
り
浮
子
襲
中
央
都
沈
子
方
に
長
さ
七
尋
の
浮
子
綱
を
付
し
之
に
澤
千
檸
を
取
り
付
け
綱
海
底
に
着
せ
ざ
る
如
く
吊
る

 沈
子
鉛
圓
筒
形
目
方
百
五
十
匁
の
も
の
を
二
十
個
三
貰
匁
芋
石
袖
の
爾
端
に
一
個
づ
つ
二
個
三
貫
匁

 外
に
締
環
十
七
個
を
付
す
る
を
以
て
之
の
重
最

飛
魚
漁
業
共
同
試
験
一
七



飛
魚
漁
業
共
同
試
験

 締
環
王
尋
毎
に
付
し
十
七
個

 成
績
前
年
度
の
成
績
に
基
き
木
年
度
襲
部
を
掻
犬
し
漁
法
は
大
体
從
來
と
同
様
な
る
も
飛
魚
は
洞
游
敏
活
に
し
て
綱
に
魚
群
を
入
る
㌧
も
沈
子
方
の
曳
方
遅
き
場

 合
は
逃
逸
す
る
こ
と
多
さ
に
鑑
み
本
年
結
環
を
設
け
船
首
に
滑
草
を
取
仕
け
之
に
締
綱
を
通
し
急
速
に
曳
き
縮
む
る
如
し
せ
り

 從
來
の
綱
に
比
し
漁
獲
率
良
好
な
る
に
依
り
本
年
は
三
ヶ
浦
の
海
士
泊
川
之
崎
池
田
浦
の
三
ヶ
所
と
外
に
佳
吉
浦
に
各
一
統
づ
、
木
網
と
同
様
な
る
も
の
製
作
使
用
す

 る
に
至
れ
り
海
士
拍
浦
は
一
統
に
て
十
一
万
九
千
尾
三
千
九
戸
圓
從
來
網
は
四
統
に
て
十
五
万
八
千
尾
四
千
一
再
圓
を
揚
は
従
來
網
の
一
統
平
均
尾
藪
は
三
万
九
千
尾

 な
る
に
依
り
改
良
網
は
約
三
倍
の
漁
獲
あ
。
池
田
浦
は
改
良
網
一
統
の
漁
獲
十
万
三
千
尾
二
千
六
百
圓
從
來
網
三
統
に
て
十
二
万
尾
三
千
一
百
圓
一
統
の
平
均
昆
藪
は

 四
万
尾
な
る
に
依
り
改
良
網
は
二
・
六
倍
に
當
り
好
結
界
を
示
せ
り

 俺
…

 ■
τ
業
日

誌

(
池
田
浦
)

月
目

五
月
 五
n□

六
日

七
日

八
日

九
目

一
〇
日

一
一
目

一
二
日

一
三
日

一
四
日

一
五
日

 ニ
ハ
.日

天
候曇

牛
晴

晴

雨曇

晴

暴雨

雨
後
晴

曇曇

晴

風
向
力
水

温
漁
獲
尾
数

記

東

南
西西北

北
東

ビー

北
東東

商
微
西

西

西

西

 二
一
、

 一
九
、

 二
〇
、

 ≡
二
、

OO三〇

一
〇
尾

本
日
組
合
員
全
部
馬
毛
島
二
渡
島

 …
皿
一
漁
セ
ル
モ
魚
群
ナ
シ

 荒
天
ニ
テ
出
漁
セ
ズ

 出
漁
セ
ル
モ
魚
群
ナ
シ

 出
漁
セ
ル
モ
魚
群
ナ
ジ

 ド
ソ
キ
イ
島
ヲ
見
ル
(漁
期
呈
來
ル
島
)

 出
漁
セ
ル
モ
魚
群
ヲ
見
ズ

 ク
カ
ゼ
呈
庵
卵
セ
シ
曲
テ
ル
モ
各
浦
漁
獲
ナ
シ

 赤
瀬
ニ
テ
州
ノ
崎
接
見
開
網
セ
ル
モ
漁
獲
ナ
シ

 出
漁
セ
ル
モ
魚
群
ナ
シ

 出
漁
セ
ル
モ
魚
群
ナ
シ

 西
風
強
ク
夜
明
出
漁
セ
ル
呈
、
ク
小
瀬
二
産
卵
佳
吉
及
川
ノ
時
ノ
浦
ハ
ニ

 一
千
尾
位
ゾ
ッ
漁
獲
ス

 一
出
漁
セ
ル
モ
魚
群
ヲ
見
ズ



一
七
日

一
八
目

一
九
日

二
〇
日

二
一
日

二
二
目

 ≡
二
日

一
一
四
目

二
五
日

二
六
日

二
七
日

二
八
目

二
九
日

三
〇
日

三
一
日

六
月
一
目

一
一
目

三
目

四
日

五
日

六
日

七
日

晴晴曇

ノ

暗
大

崎晴晴雨雨雨晴雨

曇

暴雨雨

曇

曇晴

北南無北北

南南

百'巨

西南

西北南西

西東

西西西北

束

西風東

京

束西

 二
二
、
〇

 二
二
、
O

二
一

二
一

二
一

二
一

二
一

二
一

二
一

二
一

、

、

、、、

、

OO五五五〇

〇

〇

 六
〇
、
O
O
O

 二
〇
、
O
O
O

 孫
浦
二
接
見
川
ノ
崎
及
濱
津
脇
浦
ハ
小
漁
セ
リ

 孫
浦
二
螢
見
セ
ル
モ
不
漁
、
新
五
郎
=ア
州
ノ
崎
五
千
尾
位
漁
獲
セ
リ

 荒
天
出
漁
セ
ズ
、

全

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁
。

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁
小
湊
ロ
ニ
テ
魚
群
ヲ
見
ル

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁

全全全全全全全

 荒
天
一
一
テ
出
漁
セ
ズ

 バ
シ
ガ
セ
沖
ニ
テ
小
為
州
ノ
崎
八
千
尾
性
吉
千
五
百
位
漁
獲
ア
リ

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁
、

全会

 白
小
滴
呈
テ
漁
獲
ス

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁

 小
瀬
沖
ヨ
リ
白
小
満
呈
テ
ニ
高
尾
漁
獲
ス



飛
魚
漁
業
共
同
試
験

八
目

九
目

一
〇
目

一
一
日

二
一
日

 ニ
ニ
日

一
四
日

一
五
目

 ニ
ハ
日

一
七
日

一
八
目

一
九
日

 二
、
J日

二
一
日

二
二
日

二
三
日

二
四
目

二
五
目

二
六
.日

二
七
日

二
八
日

二
九
目

暴雨晴

晴曇晴
同 一
ヨ

雨
後
晴

曇

晴

雨

晴

雨雨

晴

晴曇晴晴晴

東北北

ヒ⇒ヒ⇒ヒ」ヒコヒ」ヒコ

北南

南南南

ヒ 」
■

ビー

西

ヒコ

北

西南

東

東

京

東京東

束

西西西西

--

 二
二
、
O.

 二
二
、
〇
一

 …、、三
 ;二
、
〇
一

 二
四
、
〇

 二
四
、
O

二
四
.
〇

 二
三
.
O

 ≡
二
、
五

 二
四
、
〇

 二
四
、
五

 二
四
、
五

 二
四
、
五

 二
四
、
五

 二
五
、
五

 二
六
、
〇

 二
六
、
O

 一
〇
、

 一
五
、 五
、

 五
、 一、

 四
〇
、

 一
七
、

 二
五
、

 一
五
、

 八
八
O

O
O
O

五
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

一
七

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

 ク
イ
ゼ
ニ
テ
一
万
五
百
屋
孫
浦
ニ
テ
三
百
八
十
尾
漁
獲
ス

 濱
ノ
浦
=ア
漁
獲
ス

 出
漁
セ
ル
モ
漁
獲
ナ
シ

 白
小
浦
ニ
テ
開
綱
セ
シ
モ
不
漁
・

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁
,目
渡
前
海
士
泊
浦
船
種
子
島
ヨ
リ
ノ
蹄
途
馬
毛
島
東

 一
里
牛
ノ
鹿
一
ニ
ア
五
千
尾
漁
獲
セ
リ

 馬
毛
島
滑
岸
ハ
魚
群
ヲ
見
ズ
昨
日
海
士
泊
船
漁
獲
セ
シ
場
所
呈
テ
漁
獲

ス

 種
子
島
犬
崎
二
出
漁
シ
漁
獲
ス

 種
子
島
出
水
晶
テ
漁
獲
ス
、
馬
毛
島
魚
群
ヲ
見
ズ

 極
子
島
犬
崎
呈
テ
漁
獲
ス
馬
毛
島
、
新
王
郭
瀬
ニ
テ
産
卵
シ
沖
合
二
去
ル

 白
小
浦
ニ
テ
産
卵
セ
ル
モ
漁
獲
ナ
シ

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁

 小
湊
ロ
ニ
テ
漁
獲
ス
種
子
島
ニ
モ
漁
獲
ア
リ
シ
ト

 孫
浦
ニ
テ
漁
獲
ス

 孫
浦
呈
テ
漁
獲
ス

 孫
浦
ニ
テ
漁
獲
ス

 孫
浦
ニ
テ
漁
獲
ス

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁

 新
五
郎
瀬
沖
ニ
テ
開
綱
セ
ル
モ
不
漁

 出
漁
セ
ル
モ
不
漁

 小
湊
沖
二
産
卵
セ
ル
モ
不
漁

 孫
浦
ニ
テ
開
綱
セ
ル
モ
不
漁



            '

  
 

         
三
〇
日
■

   
 

 
 

  
    

、
1
'
雨
南
西
出
漁
セ
ル
モ
不
漁

 
 

 
 

 
 

  
  

 
 

七
月
一
日
雨
南
東
全
.
-

  
 

     
 

   
二
日
出
漁
セ
ル
モ
不
漁
」

  
 

 
 

 
  

    
三
目
雨
南
西
荒
天
一
一
テ
出
漁
セ
ズ

  
 

 
 

   
    

四
日
曇
ヒ
一
出
漁
セ
ル
モ
不
漁

  
 

 
 

   
 

   
五
目
雨
東
全
-

  
 

 
 

 
  

    
六
目
牛
晴
南
全

  
 

 
 

  
 

  
  

七
日
曇
東
、
七
〇
〇
灘
駆
獺
獲
ス
、
海
士
泊
好
漁
ニ
テ
二
万
尾
ヲ
漁
獲
ス
、
吾
涌
出
漁

  
 

 
 

 
  

    
、
一
ノ
目
雨
南
西
出
漁
セ
ル
モ
不
漁

  
 

 
 

 
 

 
 

   
L
ブ
日
、
1
'
雨
南
西
一
一
、
五
〇
〇
北
岬
沖
合
呈
テ
漁
獲
ス

  
 

 
 

   
 

   
一
〇
日
曇
南
西
出
漁
セ
ル
モ
不
漁
-
-

            '-

   
      

 
  

-棚
餌
鰐
簾
漁
セ
ル
一
漁
獲
ナ
ク
--

    
 

 
 

 
 

 
 

 
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
■
-
-
-
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-
-
■
-
-
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 綿
糸
九
ル
即
三
十
五
目
坪
切

 三
十
二
ヨ
野
切

 三
十
御
ヨ
寄
切

 一
二
†
ニ
ヨ
身
切

 出
圏
リ

 ・
祁
古
“

娃
叩
糸

 札
沙
即
ニ
ヤ
五
ヲ
弁
柳



旗
魚
延
縄
漁
業
試
験

 趣
旨
縣
下
旗
魚
延
縄
漁
船
は
例
年
八
月
中
旬
よ
り
十
月
下
旬
迄
癖
洲
島
方
面
に
出
動
相
背
の
漁
獲
を
見
る
も
倫
新
漁
場
の
開
拓
と
魚
群
洞
游
と
海
況
と
の
開
係
を

 究
明
す
る
た
め
全
方
面
に
就
き
調
査
試
験
を
施
行
せ
り
。

 経
過
概
要
試
験
鷲
一
洋
丸
(五
〇
屯
七
五
局
カ
)に
主
任
者
一
名
無
線
電
信
士
一
名
船
長
以
下
十
三
名
乗
組
み
延
縄
三
十
四
鉢
(幹
縄
二
四
〇
尋
六
本
行
一
。
を
準

 備
し
昭
和
十
一
年
八
月
十
八
日
よ
b+月
二
十
八
日
迄
に
五
航
海
を
な
し
操
業
日
敏
十
八
日
投
網
鉢
敏
四
九
八
鉢
に
し
て
旗
魚
四
九
尾
眉
旗
魚
一
尾
鰭
一
足
憤
額
ニ
ニ

 七
七
回
四
七
銭
を
得
た
り
毎
航
海
の
概
況
左
の
如
し

 第
一
航
海
八
月
十
八
日
鹿
見
高
褒
二
十
目
長
崎
縣
玉
の
浦
着
二
十
二
目
全
港
擦
全
夜
濟
洲
島
束
三
〇
浬
に
て
鯖
釣
を
施
行
せ
る
も
漁
獲
な
く
風
力
加
り
亘
丈
島
に
避

 難
二
十
四
日
全
島
褒
前
記
漁
場
に
て
鯖
釣
せ
し
も
漁
獲
な
く
且
賭
風
接
近
せ
し
爲
め
二
十
六
日
麗
水
港
避
難
二
十
九
日
出
帆
全
校
鯖
約
一
〇
〇
尾
釣
獲
三
十
日
十
八
鉢

 投
縄
旗
魚
瀦
泳
せ
る
を
見
る
も
シ
ュ
モ
ク
一
尾
の
漁
獲
に
止
る
、
全
夜
晴
約
五
〇
〇
尾
を
濡
し
三
十
一
日
三
十
四
鉢
投
縄
旗
魚
五
尾
漁
獲
す
全
夜
嫡
の
釣
獲
な
く
九
月

 一
旦
二
十
四
鉢
投
縄
旗
魚
三
尾
漁
獲
、
全
夜
鯖
約
四
〇
尾
釣
獲
二
日
活
死
鯖
を
混
用
二
十
五
鉢
投
縄
旗
魚
一
尾
漁
獲
四
日
長
崎
着

 漁
獲
高
、
旗
魚
九
尾
、
鰭
一
尾
二
〇
七
回
八
一
鑓
を
得
た
り

 第
二
航
海
九
月
五
目
長
崎
港
礎
六
日
鯖
漁
場
者
全
夜
嫡
約
四
〇
〇
尾
釣
獲
七
日
三
十
四
鉢
投
縄
旗
魚
五
尾
漁
獲
全
夜
鱒
二
尾
釣
獲
せ
る
の
み
八
日
活
死
鯖
混
用
に
て

 二
十
六
鉢
投
縄
旗
魚
三
尾
漁
獲
全
校
は
蕨
の
釣
獲
な
く
約
四
〇
〇
尾
の
柔
魚
釣
獲
九
日
柔
魚
の
み
に
て
三
十
四
鉢
投
縄
旗
魚
一
尾
漁
獲
揚
縄
後
胤
カ
知
り
十
目
釜
山
者

 漁
獲
高
放
、
魚
丸
尾
、
三
五
七
回
を
得
た
り

 第
三
航
海
九
月
十
四
日
釜
山
稜
十
五
日
午
前
二
時
鯖
釣
施
行
柔
魚
約
八
O尾
釣
獲
全
日
柔
魚
の
み
に
て
十
三
鉢
投
縄
旗
魚
二
尾
漁
獲
全
校
柔
魚
=血
O尾
釣
獲
十
六

目
十
九
鉢
投
縄
旗
魚
一
尾
漁
獲
全
夜
鯖
約
三
五
〇
尾
釣
獲
十
七
旦
二
十
四
鉢
投
縄
旗
魚
六
尾
漁
獲
全
夜
鯖
約
一
〇
〇
尾
釣
獲
十
八
旦
二
十
四
鉢
投
縄
旗
魚
二
尾
漁
獲
全

 夜
鯖
約
六
〇
尾
釣
獲
し
た
る
も
風
波
高
ま
り
鹿
児
島
に
向
ひ
二
十
一
日
差

 漁
獲
高
、
旗
魚
上
二
尾
、
三
〇
四
回
を
得
た
b

 第
四
航
海
十
月
五
日
鹿
見
高
謹
時
化
の
た
め
亘
丈
島
及
五
島
に
避
難
十
四
日
五
島
襲
全
夜
鯖
約
五
〇
〇
尾
釣
獲
十
五
旦
二
十
四
鉢
投
網
旗
焦
六
尾
漁
獲
全
夜
蜻
一
尾

 も
釣
れ
ず
十
六
旦
二
十
四
鉢
投
縄
漁
獲
な
し
全
夜
鮪
五
〇
〇
尾
釣
獲
十
七
旦
二
十
四
鉢
投
縄
旗
魚
七
尾
漁
獲
せ
し
も
揚
縄
中
風
力
加
り
釜
山
に
向
ひ
十
八
目
差

 漁
獲
高
、
旗
魚
十
三
尾
、
三
四
一
回
五
〇
蟻
を
得
た
り

 第
五
航
海
十
月
二
十
目
釜
山
稜
二
十
一
日
夜
漁
場
者
鯖
釣
bを
な
せ
し
も
漁
獲
な
く
二
十
二
目
漂
流
全
夜
鯖
約
八
O尾
釣
獲
二
十
三
日
十
四
鉢
投
縄
せ
し
も
漁
な
し

 全
夜
鯖
約
二
一
〇
尾
釣
獲
二
十
四
日
二
十
鉢
投
縄
旗
魚
一
尾
漁
獲
全
校
鯖
約
八
O尾
釣
獲
二
十
五
日
二
士
二
鉢
投
縄
旗
魚
三
尾
目
旗
魚
一
尾
漁
獲
二
十
八
日
鹿
児
島
着

 旋
…
色
…
唾
鰯
…
色
…
裳
式
一
裁
:
=
'



 ・
旗
魚
延
縄
漁
業
試
験

 漁
獲
高
、
旗
魚
五
尾
、
目
旗
魚
一
尾
、

 ニ
ハ
七
回
ニ
ハ
鐘
を
得
た
b。



旗
魚
延
縄
漁
業
試
験

旗
魚
延
縄
漁
業
表

(昭
和
十
一
年
度
)
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水
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一
1
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4

期
珊
烹

竺
活

 m北
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 、
よ
一
綱

漁
場

気
象

漁

具

餌

料

投掴時分

揚縄時分

使用鉢藪鈎鈎纏数

種類

敷量

憤額

8501

17.30

18斜二108本

 活サパ

108

6.55

17.50

34_2041

204

7.05

18.20

34_204

1

605

1630

25_150

 活死サバ

150

!三11

 活サパ

210

6.30

17.20

26-156

 活死サパ

160

6.35

18.00

34_204

 活死イカ

245

7.55

15.35

13_78

 活イカ

80

3
5
0
0
0
4

 6。
此
→

34

海

漁
具
一
飯

3
1

〇
日

167.16

 ・
二

341.50

1
1

1

1
1

304.00

4
1

357.00

1

9
■
1

3
2

 」」⊥!
207.81

 き
皮
皮
か
他

し

か

 を
自
黒
ふ
其

格

漁

獲

28同

鹿児島詣

20同

釜山護

18目

釜山溝

21同

鹿見高着

14目

五島嚢

 lO日釜山

済

9月14日

釜山襲

3目長崎

着

9月5同

長崎1愛

8月29日

朝鮮麗水襲
考備



昭
和
拾
壹
年
度

旗
魚
延
縄
漁
業
漁
.場
岡

島史亘

牛
島



瀬
魚
延
縄
漁
業
試
験

 趣
旨
漁
場
の
接
張
を
目
的
と
し
前
年
度
に
引
綾
き
大
島
附
近
並
に
黒
島
種
子
島
方
面
を
調
査
せ
b

 経
過
概
要
試
験
船
光
洋
丸
(二
十
屯
四
十
馬
力
)に
船
員
士
名
主
任
三
名
乗
組
み
延
縄
(幹
縄
長
二
四
〇
尋
八
十
本
付
)四
十
鉢
を
準
備
し
昭
和
士
奉
一

 月
二
十
日
よ
り
二
月
二
十
六
日
迄
從
漁
せ
し
も
本
年
は
時
化
多
く
僅
に
三
杭
海
を
な
し
操
業
十
四
日
投
網
鉢
藪
一
八
一
鉢
に
て
四
三
五
星
三
五
圓
二
三
銭
を
得
た
る

 に
過
き
ず
毎
航
海
の
概
況
左
の
如
し

 第
一
航
海
一
月
二
十
日
鹿
見
高
護
二
十
一
日
川
尻
に
て
餌
料
用
柔
魚
購
入
の
上
犬
島
に
向
ひ
二
十
二
目
喜
界
島
着
二
士
二
目
二
十
四
日
喜
界
島
南
曾
根
に
て
操
業
全
日

 古
仁
屋
避
難
二
十
六
目
全
所
護
、
二
十
七
日
、
三
十
日
、
三
十
一
日
操
業
二
月
二
日
鹿
児
島
着

 操
業
五
日
投
縄
七
一
針
瀬
魚
二
七
六
尾
に
て
=二
六
回
大
〇
銭
を
得
た
り

 第
二
航
海
二
月
六
日
鹿
児
島
嚢
川
尻
に
て
餌
料
用
柔
魚
購
入
の
上
黒
島
南
方
一
〇
浬
漁
場
に
向
ぶ
八
日
、
十
日
、
十
一
日
、
士
百
操
業
後
天
候
不
良
と
な
り
十
二

 B枕
崎
溝
、
十
三
日
よ
り
十
六
日
迄
全
所
避
難
漁
獲
物
寮
却
し
十
七
日
宇
治
島
南
方
漁
場
十
八
日
前
記
黒
島
漁
場
に
操
業
せ
し
も
漁
獲
な
く
十
九
日
鹿
見
高
着

 操
業
六
日
投
縄
六
七
鉢
に
て
瀬
魚
六
七
尾
に
て
八
O圓
四
五
銭
を
得
た
り

 第
三
航
海
二
月
二
十
日
鹿
児
島
に
て
餌
料
用
鯖
鯉
購
入
し
出
帆
、
二
十
一
日
種
子
島
浦
田
沖
操
業
二
十
二
日
二
十
三
日
熊
野
避
難
二
十
四
日
二
十
五
日
熊
野
沖
操
業

 二
十
六
日
鹿
見
高
着
。

 操
業
三
日
四
三
鈷
瀬
魚
九
二
尾
に
て
九
八
圓
一
八
銭
を
得
た
り

瀬
魚
延
縄
漁
業
試
験
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昌
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二
五
日
古
仁
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避
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十
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 護
漁
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昌
向
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 ニ
ん
、
二
九
日
喜
界
島
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避
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二
月
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目
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昭
和
拾
壹
年
度

瀬
魚
延
縄
漁
業
漁
場
圃



製
造

部

鰹
節
製
造
試
験
及
僅
習

 木
縣
水
産
製
品
の
王
座
を
占
む
る
鰹
節
の
改
良
援
達
を
固
ら
む
爲
前
年
に
構
績
し
て
本
試
験
及
偉
習
を
施
行
せ
り
。

 、
水
抜
蒸
煮
試
験

 趣
旨
鰹
節
製
造
工
程
中
焦
熱
以
後
初
期
生
節
は
極
め
て
腐
敗
し
易
さ
炊
態
に
あ
り
て
時
間
的
に
僅
か
の
手
遅
れ
の
爲
め
節
肌
に
ネ
ト
を
生
じ
品
質
を
損
す
る
事
少

 か
ら
す
。
特
に
摺
身
修
繕
の
部
分
に
於
て
著
し
と
す
。
俵
て
之
が
対
策
と
し
て
前
年
豫
察
的
に
本
試
験
を
施
行
せ
し
が
相
當
の
成
果
を
得
㌍
る
に
依
り
本
年
も
継
承
し

 て
本
試
験
を
施
行
せ
り
。
抑
さ
從
來
の
鰹
節
製
造
法
に
於
て
は
煮
熟
後
骨
抜
(ば
ら
抜
)を
行
ひ
弐
に
火
山
(叉
は
焙
乾
窒
)に
か
け
て
水
披
烙
乾
を
な
し
弐
に
摺
身

 修
繕
を
施
し
て
後
第
一
番
火
焙
乾
に
移
る
も
の
な
る
も
水
披
蒸
煮
法
に
あ
bて
は
煮
熟
骨
抜
後
蒸
煮
を
行
ひ
放
冷
後
摺
身
修
繕
を
な
し
更
に
蒸
煮
を
行
ひ
爾
後
蒸
煮
叉

 は
焙
乾
に
移
る
も
の
な
り
。
即
ち
從
來
の
水
抜
焙
干
を
行
ふ
代
り
に
摺
身
修
繕
の
前
後
に
於
て
蒸
煮
を
行
ふ
も
の
と
す
、
即
ち
本
試
験
の
主
眼
と
す
所
は
腐
敗
し
易
さ

 初
期
生
節
を
蒸
煮
に
俵
て
節
全
体
の
午
均
加
熱
を
脚
b、
叉
半
生
身
修
繕
の
煮
熟
を
行
ひ
斯
く
の
如
く
に
し
て
節
全
面
の
殺
菌
を
行
ひ
て
ネ
ト
の
援
生
を
未
然
に
防
止

 し
叉
併
せ
て
蒸
乾
を
も
推
進
せ
し
む
と
す
る
も
の
な
り
。

 愉
蒸
煮
法
と
從
來
焙
手
法
と
の
節
減
量
調
査
を
行
ひ
以
て
両
者
の
干
燥
進
行
程
度
を
検
し
叉
蒸
責
陣
間
に
依
る
節
減
量
秋
況
を
調
査
し
て
以
て
適
當
な
る
蒸
賓
時
間
の

 認
定
に
費
せ
む
と
す
。

 試
験
の
方
法

 小
鰹
を
三
枚
に
卸
し
聰
範
型
と
な
し
從
來
の
竜
熟
の
方
法
に
依
り
宥
.熱
し
茨
に
一
方
側
肉
を
蒸
煮
法
の
試
験
節
と
な
し
他
方
側
肉
を
比
較
の
爲
め
従
來
焙
手
法
の
標
準

 節
と
な
す
。
叉
蒸
蓑
時
間
に
依
る
節
減
量
調
査
の
爲
の
背
.熟
骨
抜
後
の
生
節
片
肉
宛
を
夫
々
別
に
一
〇
分
、
三
〇
分
、
五
〇
分
、
七
〇
分
、
九
〇
分
宛
蒸
賓
し
て
生
動

 の
減
量
状
態
を
調
盗
。
せ
b。

 蒸
賓
装
置
約
二
尺
五
寸
牛
方
の
蒸
篭
六
、
七
枚
牧
律
し
得
る
蒸
箱
(左
圃
)を
薫
釜
に
載
せ
責
水
を
沸
騰
せ
し
め
て
共
の
蒸
氣
を
蒸
箱
内
に
誘
導
し
て
生
節
を
蒸
煮

 す
蒸
箱
の
代
り
に
穴
を
穿
て
る
釜
蓋
を
置
き
英
の
上
に
蒸
寵
を
重
ね
て
蓋
を
な
し
燕
麦
す
る
も
耳
な
れ
共
蒸
篭
と
蒸
寵
と
の
気
密
な
ら
ぎ
れ
ぱ
蒸
菓
逸
散
し
且
つ
生
動

 に
封
す
る
加
熱
不
平
均
と
な
る
虞
れ
あ
れ
ぱ
注
意
を
要
す
。

 鰹
節
製
遣
試
験
及
傳
習
-
。
三
一



鰹
節
製
造
試
験
及
偉
習

 本
試
験
は
蒸
箱
に
俵
て
試
験
せ
り
。

 い
蒸
義

 ろ
葬
 は
蒸
扇
ノ
底
ノ
穴

 に
棚

 ほ
者
一
釜

試
験
経
過

)一
原
料
並
鹿
理
歩
留

(

 昭
和
十
一
年
五
月
九
日
小
鰹
二
〇
尾
を
囎
範
型
に
卸
し
從
來
製
法
に
依
り
煮
熟
骨
抜
せ
り
。
英
の
虜
理
歩
留
左
の
如
し
。



)二
蒸
責
法

(

鰹
節
製
造
試
験
及
傳
習



鰹
節
製
造
試
験
及
偉
習

三
四

) イ
水
敬
慕
董
後
放
冷
中
の
生
節
減
量
状
況

( 前
記
虜
理
せ
し
生
節
(1號
-10號

迄
)を
蒸
箱
に
牧
容
し
て
九
八
度
(C)内

外
に
て
三
〇
分
燕
麦
し
直
ち
に
敢
出
し
放
冷
す
。

五
月
九
日
調
査



) 日
第
一
回
蒸
煮
後
傲
命
中
の
生
節
減
量
状
況

( 修
繕
を
終
り
し
生
動
は
九
八
度
(C)内

外
に
て
 一
時
間
四
十
分
蒸
煮
す
(第
一
番
火
に
該
當
す
)五
月
十
日
施
行

鰹
節
製
港
試
験
及
偉
習



鰹
節
製
造
試
験
及
偉
習

) ハ
第
二
回
蒸
糞
放
冷
申
の
生
節
減
量
状
況

( 九
八
度
(C)内

外
に
て
三
〇
分
蒸
賓
す
(第
二
番
火
に
該
當
す
)五
月
十
一
日
施
行



) 二
第
三
番
火
以
後
製
u㎜
迄
の
減
量
状
況

( 第
三
回
以
後
の
千
燥
は
從
來
の
火
山
に
依
り
焙
千
せ
り
。



第四国 蒸煮法(二)表

 煮熟骨抜後蒸煮法二依ル製造歩留

 芥火ヨリ仕上追



) 三
從
來
の
焙
手
法

(

 蒸
責
法
に
勤
し
比
較
せ
む
爲
め
本
方
法
を
施
行
せ
り
。

) イ
水
披
焙
手
後
放
冷
中
の
生
節
減
量
状
況

( 一
項
の
如
く
原
料
を
虚
理
煮
熟
骨
抜
せ
し
生
餓
(,1號

1,㎜
號
迄
)を
從
來
の
如
く
火
山
に
掛
け
一
〇
〇
度
-一

(

 一
〇
度
(C)の

火
熱
に
て
三
〇
分
焙
干
せ
bo

五
月
九
日
施
行



鰹
節
製
造
試
験
及
偉
習

) 日
第
一
番
人
放
冷
中
の
生
節
減
量
、
状
況

( 水
抜
焙
午
後
修
繕
を
経
bし
生
節
八
八
・
五
度
(U)内

外
に
て
一
時
間
四
十
分
烙
千
し
放
冷
す
。
五
月
十
目
施
行



) ハ
第
二
番
人
放
冷
中
の
生
前
滅
星
状
況

( 七
五
度
(C)内

外
に
て
五
〇
分
焙
干
し
放
冷
す
〇
五
月
十
一
日
施
行



鰹
節
製
造
試
験
及
傳
習

) 二
第
三
番
火
以
後
熔
千
及
仕
上
迄
の
減
壷
状
況

(



) 四
燕
麦
時
間
に
依
る
生
節
減
量
關
係

(

 適
當
な
る
燕
麦
時
間
を
決
定
せ
む
爲
め
水
抜
蒸
煮
の
際
長
短
異
bた
る
時
間
に
依
ら
生
動
の
減
量
開
係
を
調
査
せ
り
。

 前
述
一
項
原
料
庵
理
せ
し
原
料
節
番
號
11號
以
下
の
も
の
を
一
〇
分
、
三
〇
分
、
五
〇
分
、
七
〇
分
、
九
〇
分
宛
蒸
煮
せ
5。

(

 左
表
歩
留
は
煮
熟
骨
抜
後
重
量
に
封
す
る
歩
留
と
す
。

騒
節
製
造
試
験
及
臨
習



節番號

11

12

11,

12.

13

14

13,

14.

15

16

15,

16.

17

18

17,

18.

19

20

年均

煮熟骨放
後重量

瓦
765

581

765

581

682

757

697

742

637

645

637

652

630

562

630

540

787

622

10分蒸惹

 重量j歩留1
716

528

0.9359

0.9088

0.9223

30分蒸煮

重量1歩留

瓦

6971
513

611

693

0.9111

0.8829

0.8958

0.9154

0.9013

50分蒸蒲

重量1歩留

瓦
615

660

570

581

0.8823

0.8894

0.8948

0.9007

0,8918

70分蒸番

兎量1歩留

亙
570

588

558

502

0.8948

0.9018

0.8857

0.8932

0.8939

90分蒸煮

重量1歩留

瓦
551

480

701

551

0.8746

0.8888

0.8907

0.8858

0.8850



結
果
 如
上
試
験
の
結
果
を
左
に
記
す

 一
、
蒸
煮
法
に
於
て
は
摺
身
修
糠
の
附
着
極
め
て
良
好
且
つ
腐
敗
し
易
き
同
部
分
に
ネ
ト
覆
土
の
憂
な
し
。

 二
、
水
抜
蒸
叢
は
水
抜
焙
十
に
依
る
も
の
よ
り
も
干
燥
査
約
O、
〇
一
犬
な
り
コ

 三
、
爾
後
第
一
番
人
よ
b第
六
番
犬
迄
に
熔
手
法
の
干
燥
率
は
蒸
責
法
よ
り
上
廻
り
居
る
も
英
の
差
は
極
め
て
少
し
、
第
七
番
火
以
後
製
品
と
な
る
迄
は
燕
麦
法
の
干

 燥
率
は
焙
十
法
よ
b稿
多
し
、
然
れ
共
共
の
差
極
め
て
少
し
、
故
に
両
者
方
法
の
干
燥
率
は
殆
ん
ど
同
様
と
認
め
ら
る
、
も
の
な
く
。

 四
、
蒸
煮
時
間
に
依
る
減
量
状
況
は
一
〇
分
迄
は
急
速
に
進
み
三
〇
分
迄
は
補
々
速
な
る
も
五
〇
分
に
至
り
て
は
極
め
て
緩
慢
と
な
b爾
後
は
殆
ん
ど
減
量
を
見
ず
、

 俵
て
蒸
責
時
間
は
一
〇
分
乃
至
三
〇
、
分
の
問
に
於
て
適
當
の
時
間
あ
ら
む
か

 五
、
衣
に
肉
眼
鑑
定
に
依
り
節
の
香
、
風
味
及
外
観
等
を
観
察
す
る
に
蒸
責
に
依
る
も
の
は
肉
締
り
頗
る
良
く
外
翻
及
徽
付
も
極
め
て
佳
良
に
し
て
春
風
味
も
亦
可
な
-

り

 以
上
試
験
の
結
果
相
當
の
成
果
を
得
、
民
間
業
者
に
於
て
も
漸
次
本
方
法
に
依
り
製
造
す
る
者
問
す
る
に
至
れ
b

 二
、
鰹
節
製
造
偉
習

 趣
旨
前
年
に
糧
承
し
鰹
節
の
改
良
謹
達
を
圖
る
と
共
に
不
足
す
る
鰹
節
製
造
職
工
の
養
成
を
鶯
さ
む
爲
め
木
偉
習
を
施
行
せ
り

 期
H昭
和
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
七
月
末
日
迄
、
四
ケ
月
間

鰹
節
製
造
試
験
及
偉
習



鰹
節
製
造
試
験
及
偉
習

場
研

揖
宿
郡
山
川
町
鰹
節
製
造
偉
習
所

川
逢
郡
西
南
方
村
坊
泊
鰹
節
製
造
偉
習
研

方
法
並
経
過
概
要

 主
と
し
て
静
岡
型
の
製
造
法
に
依
り
製
造
し
各
偉
留
所
に
實
業
教
師
二
名
宛
を
配
し
て
實
技
偉
習
を
な
ぜ
b。

叉
前
年
全
様
地
元
漁
業
組

 合
と
共
同
し
て
施
行
せ
り
。

)

一

(
山
川
町
偉
習

 原
料
鰹
一
八
、
六
〇
三
砥
 (四
、
八
九
一
圓
三
四
鐘
)

原
料
切
込
回
数
二
七
回

 製
品
三
、
五
四
三
砥

 偉
習
経
了
者
こ
四
名

 氏
名
左
の
如
し

二
年
絡
了
者

山〃

佳

■--
-

万力丁固

〃

一
年
経
了
者

山
川

〃

町

氏
名

幅
里
巖

 濱
崎
ミ
フ
ミ

 竹
下
、
ミ
テ
子

 松
山
サ
エ
手

立
石
金
弘

 今
村
ツ
ギ
エ

 西
ク
ス

 南
フ
チ

佳
所

山
川
町

"〃"指
宿
町

山
川
町

"
・

"

氏
名

鮫
島
米
松

 、
囲
ハ
ツ
エ

 松
林
ヨ
ネ
、
ミ
ツ

 竹
下
ピ
サ
子

 黒
岩
ク
昌

 松
木
ア
サ
ェ

東
蓮
子

 熊
谷
チ
ョ
手

仕
所

山
川
町

""〃山
川
町

"〃〃

氏
名

 藤
山
イ
チ
エ

 米
倉
ト
キ
エ

 川
崎
ス
、
ミ
ェ

 中
田
キ
サ

 篠
原
ツ
ル
ェ

 佐
々
木
毛
ヨ

 内
村
、
ミ
フ
ン

 川
崎
ナ
ミ
エ

 ご
坊
泊
偉
習

(

 原
料
鰹
鮪
三
〇
、
一
五
六
賦
(七
、

原
料
切
込
回
数
二
五
回

 製
品
六
、
〇
五
六
斑

八
五
四
回
四
九
銭
)



傳
習
経
了
者
二
四
名

 氏
名
左
の
如
し

佳
所

西
南
方
村

氏
名

松
山
幸
夫

森
常
太
郎

茅
島
作
家

野
村
綱
長

大
迫
榮
之
助

竹
内
侃

青
野
善
家

松
下
鶴
橋

佳
所

西
南
方
村

氏
名

鮫
島
伸
之
助

森
繁
雄

瀬
戸
上
春
喜

上
村
健
造

折
田
善
茨

下
村
清
太
邸

山
口
秋
成

上
村
道
治

佳
所
-

西
南
方
村

氏
名

竹
内
春
吉

鮫
島
菊
松

高
見
重
吉

野
間
松
雄

中
村
勝
義

鮫
島
吉
次

上
村
十
造

上
村
末
盛

 製
品
は
適
宜
直
賛
叉
は
入
札
に
依
り
責
却
し
、
 偉
習
絡
了
者
は
夫
々
各
製
造
場
に
就
職
せ
り
。

鯖
範
製
造
試
験

 趣
旨
本
縣
重
要
水
産
製
品
た
る
鯖
節
の
品
質
向
上
に
費
せ
ん
が
爲
め
前
年
度
に
継
承
し
本
年
度
も
脱
脂
方
法
考
究
の
目
的
を
以
て
本
試
験
を
施
行
せ
㌔

 試
験
場
所
本
縣
熊
毛
郡
上
屋
久
村
犬
字
永
田
、
営
業
者
工
場

 試
験
期
間
昭
和
十
二
年
三
月
十
五
日
よ
り
十
五
日
間

原
料
尾
藪
平
均
体
長
平
均
体
周
平
均
重
量

 八
四
四
一
、
五
糎
一
七
、
五
糎
O
、
五
二
五
配

 備
考
供
試
原
料
は
當
該
地
附
近
漁
場
よ
り
漁
獲
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
中
よ
り
比
較
的
脂
肪
多
き
も
の
を
選
び
採
用
せ
り
。

 試
験
方
法
供
試
原
料
は
纏
て
三
枚
に
卸
し
二
側
肉
を
普
通
法
に
依
り
他
側
肉
を
脱
脂
方
法
に
依
る
製
造
法
を
探
り
試
験
し
便
宜
上
雨
者
を
対
比
し
脱
脂
の
効

 果
を
稔
せ
り
。

) 一
復
式
法
清
水
に
て
煮
熟
し
更
に
蒸
賓
を
行
ム
点
よ
b便
宜
上
復
式
法
と
稽
す
、
即
ち
一
度
原
料
を
普
通
法
に
て
煮
熟
し
更
に
三
十
分
間
蒸
責
居
直
ち
に
温
水

(



 録
用
固
鎧
ψ
達
畠
}
艦
舳
匹
ハ

 漬
け
以
て
脱
脂
を
計
れ
り
。

) 二
酪
酸
水
に
て
煮
熟
す
る
方
法

( 酪
酸
水
(氷
酪
酸
百
二
十
八
匁
を
清
水
二
斗
に
稀
程
)を
用
ひ
之
れ
を
煮
熟
用
水
と
し
て
原
料
を
約
十
分
間
煮
熟
し
後
直
ち
に
温
水
に
浸
漬
し
以
て
脱
脂
を
計
れ
り
。

) 三
ア
ル
カ
リ
剤
利
用

( 原
料
を
清
水
に
て
煮
熟
(普
通
法
)居
直
ち
に
務
め
加
温
し
置
き
た
る
ア
リ
ヵ
リ
剤
水
溶
液
(表
酸
川
里
三
分
重
炭
酸
ソ
ー
ノ
一
分
、
清
水
九
六
分
)中
に
約
十
五
分

 問
浸
漬
し
以
て
脱
脂
を
計
れ
り
。

 試
験
結
果
脱
脂
の
効
果
鑑
定
は
正
確
を
期
せ
ん
か
爲
め
眼
識
に
依
ら
す
化
學
的
方
法
を
膝
用
し
普
通
法
に
依
る
一
側
体
内
と
脱
脂
法
に
よ
る
他
側
体
内
と
の
対
照

 的
比
較
に
よ
り
其
の
結
果
を
検
せ
し
に
酪
酸
水
に
て
賓
熟
す
る
方
法
は
他
の
何
れ
の
方
法
に
よ
る
噛
合
よ
り
も
好
結
果
を
得
た
る
も
未
だ
何
れ
も
豫
期
の
効
果
を
學
げ

 る
に
至
ら
ぎ
る
を
以
て
更
に
玖
年
度
に
試
験
を
綾
行
す
る
豫
定
な
り
o



養
殖
部

員
珠
介
養
殖
試
験

 趣
旨
薩
摩
郡
上
甑
村
北
東
海
岸
に
存
在
せ
る
長
目
池
は
面
積
約
百
町
歩
周
園
約
二
里
余
を
有
す
る
瞳
封
せ
ら
れ
た
る
海
跡
湖
に
し
て
深
さ
約
四
・
五
覇
な
れ
ど
も

 最
深
部
は
十
尋
以
上
の
塵
あ
り
池
水
は
潮
汐
の
干
満
に
従
ひ
地
下
を
潜
bて
外
海
に
通
じ
比
重
一
、
〇
ニ
ハ
ー
一
、
〇
一
八
を
示
す
各
種
の
海
魚
、
海
藻
等
を
産
す
る

 外
員
珠
介
の
稚
介
を
饒
産
す
る
を
以
て
知
ら
る
黙
る
に
全
分
は
春
期
産
卵
し
て
稚
介
は
淺
所
の
海
藻
、
砂
礫
等
に
附
着
す
る
も
水
深
淺
く
冬
季
に
至
れ
ば
水
温
低
下
の

 爲
め
大
部
分
死
滅
し
漸
く
湖
心
部
の
深
所
に
在
る
も
の
辛
し
て
蜷
死
を
免
れ
っ
、
あ
る
も
共
の
藪
極
め
て
少
く
藪
年
に
し
て
僅
か
に
殻
長
四
-五
糎
に
成
育
す
る
に
過

 き
ず
故
に
晩
春
期
に
於
て
梢
々
大
型
と
な
れ
る
稚
介
(藻
付
き
に
て
大
豆
犬
の
も
の
)を
選
び
之
を
採
取
し
甑
島
に
於
て
他
の
適
當
な
る
湾
内
に
移
し
愉
金
網
寵
に
依

 り
外
部
よ
り
之
を
保
護
し
併
せ
て
成
長
度
に
付
試
験
調
査
を
な
し
特
來
眞
珠
の
母
介
と
し
て
供
給
を
圖
ら
む
と
す
。

 晩
春
期
實
施
の
豫
定
な
り
し
も
業
務
の
都
合
上
不
可
能
な
り
し
た
め
九
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
長
目
地
よ
b殻
長
O、
五
糎
内
外
の
極
く
小
形
の
稚
介
を
藻

 付
き
の
儘
採
集
し
上
甑
村
浦
内
湾
内
の
適
所
を
選
び
放
養
す
る
と
共
に
殻
長
二
-二
、
五
糎
の
も
の
又
三
、
五
-四
糎
の
も
の
も
併
せ
て
試
験
を
施
行
せ
り
英
の
詳
細

 左
の
如
し

方
法 イ
場
所

( 上
甑
村
浦
内
縄
内
の
波
浪
静
穏
の
所
に
し
て
冬
季
の
水
溜
激
降
と
赤
潮
の
害
を
防
ぐ
た
め
湾
口
部
を
選
べ
り
、
欝
時
の
比
重
一
、
〇
二
三
、
水
温
二
七
、
五
度
な
り
。

)目
方
法

( 直
煙
一
五
糎
位
、
長
さ
七
号
の
孟
宗
竹
二
木
を
椋
椙
綱
に
て
結
合
せ
し
も
の
を
『
浮
子
』
と
な
し
一
方
を
六
番
線
針
金
に
て
睦
に
結
び
付
け
他
方
は
六
番
線
針
金
に
て

 錨
に
結
合
し
固
定
せ
し
む
、
批
の
『
浮
子
』
に
金
網
籠
(二
尺
×
一
、
二
尺
、
深
さ
O、
三
五
尺
、
十
四
番
線
縁
十
番
線
八
分
目
)を
水
面
よ
り
二
、
五
尋
一
、
五
尋

 の
二
様
の
深
度
に
垂
下
せ
り
、
金
網
寵
十
五
個
を
左
の
如
く
三
種
類
に
分
で
り
。

)
.

 A…
-殻
長
O.五
糎
内
外
の
最
小
形
の
稚
介
を
容
る
(寵
の
内
部
を
『
線
綱
」
に
て
張
り
廻
は
す
)五
個

x

 B…
殻
長
二
糎
-二
、
五
糎
の
稚
介
を
容
る
(寵
の
員
会
に
椋
椙
の
葉
を
裂
き
て
挿
入
す
)四
個

x

 C…
…
殻
長
三
、
五
糎
-四
糎
の
稚
介
を
容
る
六
個

(



 一
個
の
金
網
麗
の
牧
容
量

) A…
…
に
は
藻
付
の
ま
㌧
無
数

x

 b…
…
に
は
約
五
百
個

x C…
…
に
は
三
百
個
の
も
の
三
寵
百
五
十
個
の
も
の
三
寵
『
浮
子
』
二
個
製
作
、
錨
二
個

( A試
験
地

 水
深
八
号
陸
よ
り
十
三
間
沖
合
、
底
部
は
韓
石
或
は
小
石
『
浮
子
』
よ
り
(A一

)金
網
寵
三
個
(b)金

網
寵
二
個
(C)金

網
寵
三
個
を
垂
下
せ
O.

 B試
験
劾

 水
深
五
尋
陸
よ
O八
間
沖
合
底
部
は
韓
石
、
或
は
砂
利
『
浮
子
』
よ
b(A)金

網
寵
二
個
(b)金

網
寵
二
個
(C)金

網
寵
三
個
を
垂
下
せ
り

 乗
下
の
状
況

)
)
、

 ABC寵
に
付
き
各
々
垂
下
深
度
を
一
、
五
尋
二
、
五
尋
の
二
様
と
せ
り
。

(
'
、
(

 経
過
概
要
A試
験
地
は
風
浪
烈
し
く
『
浮
子
』
の
安
定
困
難
な
る
を
以
て
吊
擁
を
全
部
B試
験
地
に
移
動
せ
り
、
而
し
て
=百
二
十
八
日
之
を
調
査
芸
に
垂

 下
寵
十
五
個
の
中
田
伽
は
暴
風
雨
の
た
め
流
失
し
残
存
せ
る
は
十
一
個
な
り
し
も
此
の
中
二
個
は
内
部
の
介
殆
と
脱
出
し
完
全
に
保
存
せ
る
は
九
個
に
過
き
ず
而
し
て

 此
の
内
四
個
は
小
型
介
に
し
て
五
個
は
中
型
及
犬
型
介
な
り
、
今
英
の
成
長
度
を
検
す
る
に
別
表
の
如
く
小
型
介
最
も
良
好
に
し
て
中
型
及
大
型
介
之
に
豆
ぐ

結
果

経

敷

 =一
、〃〃

 三
、
二
八

 一、

〃〃

八
六
目

一成

度

 放
養
當
時
の
体
形

備

 三
、
O八
糎

 四
、
三
三
握

 四、八七糎一

 O、
五
糎

 二
-二
、
五
糎

 小
型
の
も
の

 中
型
の
も
の

 三
・
千
四
且
大
型
婁

眞
珠
介
養
殖
場
観
測
表

白
昭
和
十
一
年
十
月
二
十
一
日

至
全
十
二
年
一
月
四
日
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、
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老

成
育
調
査
表

 (昭
和
十
二
年
三
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
調
蕊
)

1、
 小
型
ノ
部

員
珠
介
養
殖
試
験



員
珠
介
養
殖
試
験

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貝
ノ
大
サ
員
ノ
大
1-一

'-一
,け
1.商

⊥
最
貝
ノ
大
.』
サ

 
  

 
 

 
 

   
 

 
 

殻
-
,
{
長
一
鼓
高
殻
長
一
鼓
長
一
鼓
高

             -

   
 

 
 

 
 

  
 

 
 

二、九糎一一ト誠一三、■七糎一一、三糎二、七糎一一、
      

 
      

〇
三
〃
二
糎

   
 

  
  

  
 

 
 

三
、
五
〃
一
三
、
.
一
、
四
〃
二
、
二
〃
0
一
、
四
〃

   
 

  
  

  
 

 
 

二
、
九
〃
一
、
三
〃
三
、
三
〃
一
.
四
〃
二
、
八
〃
一
、
二
〃

   
 

  
  

  
 

 
 

三、一〃一、四〃三、四〃■二〃薫一一、五ψ
   

 
  

  
 

 
 

  
三
、
六
〃
一
、
五
〃
三
、
四
〃
一
、
七
〃
一
、
O
〃

   
 

  
  

 
    

三
、
六
〃
一
、
五
〃
三
、
四
〃
一
、
四
糎
O
、
九
"

   
 

  
  

 
 

 
 

 
三
、
二
〃
一
、
四
〃
三
、
四
〃
一
、
三
〃
平
均
三
、
○
八
一
一
、
三
三

貝

 大
サ

 貝
ノ

 大
サ

 J
貝

 大
サ

 2、
中
型
ノ
部

 
     

E
'
ノ

 
   

  
殻
長
一
弗
,
高
一
鼓
貝
鉗
一
邸
.
高
一
鼓
貝
,
長
一
紬
、
高

 
 

 
 

 
 

四
、
三
糎
一
、
七
糎
四
、
三
糎
一
一
、
五
糎
四
、
六
糎
一
、
七
糎

 
 

 
 

 
 

三
、
五
〃
一
、
五
〃
四
、
四
〃
一
、
七
〃
四
、
三
4
一
、
九
.
〃

 
 

 
 

 
 

四
、
O
〃
一
、
七
〃
四
、
一
〃
一
、
六
"
四
、
二
〃
一
、
八
〃

 
 

 
 

 
 

三
、
五
〃
一
、
三
〃
四
、
五
〃
一
、
七
〃
四
、
四
〃
一
、
九
〃

 
 

 
 

 
 

四
、
○
〃
一
、
五
〃
四
、
五
〃
一
、
八
〃
四
、
二
〃
一
、
八
〃

 
 

 
 

 
 

五
、
二
〃
一
、
九
〃
五
、
二
〃
一
、
七
〃
四
、
三
〃
二
、
一
〃

 
 

 
 

 
 

四
、
六
〃
二
、
一
〃
四
、
四
〃
一
、
九
〃
平
均
四
、
…
二
一
、
七
四
〃

 
    

 
-
-
-
■
-
-
-

 貝
ノ

 大
サ

 高
上
殻
貝
ノ

 大
サ

高
一
鼓
貝

 ノ
大

サ

 3、
大
型
ノ
部

員
1-

 大
サ
.
高
7
貝

 ノ
大
長
殿

 五
、
一
糎

 四
、
四
〃

 H一
I

 H吐

 二
、
○
糎

 二
、
一
〃

 二
、
二
〃

 一
、
九
〃

 二
、
四
〃

 二
、
○
〃

 一
、
九
〃

 五
、
一
糎

 五
、
一
〃

 四
、
九
〃

 四
、
五
"

 四
、
七
〃

 五
、
四
〃

 五
、
三
〃

 一
一
、
○
糎

 一
一
、
O〃

 二
、
一
〃

 一
、
八
ク

 ニ
、
C
〃

 一
一
、
二
〃

 二
、
五
〃

 四
、
一
糎

 五
、
○
〃

 五
、
一
一
〃

 四
、
三
〃

 四
、
五
〃

 四
.八
〃

 平
均
四
、
八
七
〃

サ

高

 一
、
九
糎

 一
一
、
一
〃

 二
、
○
〃

 一
、
八
〃

 一
一
、
O〃

 二
・
一
〃
.

 二
、
〇
五
」



真珠貝養殖試験場所

 ム
毛
μ
!
'
f
'

3
.

 ハ
落
準
-窪
八
尋
底
質
轟
届
葵
岩

 β
戎
検
地
、
氷
琢
吾
平
底
質
成
利
落
石

村記上
土瓶

'浦桑

塩
瀬



海
人
草
移
殖
試
験

 趣
旨
海
人
草
は
殆
ど
本
縣
特
産
と
も
槽
し
得
べ
き
主
要
海
藻
に
し
て
年
産
額
田
萬
斤
慨
裕
一
万
二
千
国
以
上
に
達
す
る
も
近
年
全
国
的
に
駆
虫
聞
と
し
て
需
要
多

 く
叉
薬
品
製
造
原
料
と
し
て
之
が
利
…
川
日
に
増
加
し
つ
、
あ
bて
濫
獲
の
弊
に
隠
る
の
虞
な
し
と
せ
す
之
が
繁
殖
保
護
の
途
を
講
じ
置
く
は
本
縣
特
産
『
マ
ク
リ
』
の

 生
産
を
永
遠
に
保
持
す
る
に
最
も
緊
要
な
る
問
題
な
り
と
す
依
っ
て
箪
泣
面
積
に
着
生
す
る
数
量
及
生
長
度
を
試
験
す
る
と
共
に
附
着
材
料
の
良
否
並
に
天
然
岩
礁
と

 の
比
較
を
行
は
ん
と
し
混
凝
土
板
に
胞
子
を
附
着
せ
し
め
共
の
附
着
並
に
生
育
状
況
を
試
験
し
荷
ほ
之
を
他
に
移
殖
し
優
良
藻
の
新
繁
殖
場
を
開
拓
せ
ん
と
す
。

 方
法
六
月
士
百
薩
摩
郡
上
甑
村
江
名
漁
乗
組
合
地
先
沖
合
に
附
着
材
料
と
し
て
混
擬
上
板
(二
尺
平
方
厚
さ
三
寸
)十
五
個
及
混
凝
上
板
(責
立
方
の
も
の
一

 十
個
に
夫
々
浮
標
を
附
し
投
入
し
共
の
着
生
状
況
を
試
験
せ
り
而
し
て
海
人
草
は
従
來
江
名
に
於
け
る
小
島
附
近
及
茅
牟
田
沼
岸
に
密
生
し
英
分
布
は
干
潮
時
露
出
す

 る
附
近
よ
り
沖
合
に
、
三
十
尺
の
深
度
に
及
び
年
額
六
百
斤
乃
至
九
百
斤
を
産
す
。

 経
過
九
月
二
十
五
日
着
生
状
況
を
調
査
せ
し
に
表
面
に
少
量
の
浮
泥
及
海
人
草
と
認
む
へ
き
も
の
相
當
に
着
生
せ
り
共
後
再
度
調
査
に
赴
き
し
も
連
日
時
化
の
た

 め
引
き
上
.げ
調
査
す
る
の
機
を
速
せ
る
た
め
式
年
度
に
實
施
の
豫
定
な
bo



海
人
草
投
石
試
験
地
圃

 寿
深
線
斗
郡
時
ノ

 深
夜
弓
示
ス

 二
人
五
方
混
農
ま
施

 。、天卑方厚重一守混激・工車淑



 江
石
漁
業
組
合
地
雇
均
一
桧
ケ
毒
入
草
繁
殖
場

繋旗場

 =最モ;濃密ナル場戸外



小
鮎
池
中
飼
育
委
託
試
験

 趣
旨
本
縣
に
は
鮎
の
鴻
上
に
適
す
る
河
川
多
し
と
雄
も
近
時
水
力
電
気
及
灌
概
事
業
勃
興
の
爲
共
の
産
額
は
漸
攻
減
少
し
ぐ
あ
る
に
反
し
鮎
の
需
要
は
雲
増

 加
す
る
の
傾
向
あ
る
を
以
て
小
鮎
放
流
事
業
と
相
侯
て
本
試
験
を
施
行
し
鮎
の
需
給
を
圓
滑
な
ら
し
め
ん
と
し
枕
崎
水
産
躍
校
に
委
託
し
、
全
校
秦
魚
油
に
於
て
施
行

 せ
り
。

) 一
試
験
池
ノ
状
況

■●

 試
験
池
は
長
一
〇
間
、
巾
三
問
面
横
三
〇
坪
の
長
方
形
に
し
て
側
壁
は
、
混
擬
土
を
以
て
築
造
さ
れ
、
底
部
は
堀
土
の
儀
の
粘
土
で
あ
る
。

 長
方
形
の
一
投
瑚
ち
三
間
の
蓬
の
中
央
に
巾
三
尺
、
深
三
尺
の
注
水
nを
設
け
塵
埃
の
賃
を
婦
人
、
更
に
池
側
に
一
分
目
銅
金
を
張
れ
る
魚
止
綱
を
挿
λ
排
水
口
は
共

 の
掛
違
中
央
部
に
山
一
尺
五
寸
長
三
尺
の
一
分
目
銅
金
綱
を
張
れ
る
魚
止
網
を
挿
人
し
金
網
の
外
側
に
池
水
調
節
の
板
戸
一
枚
を
挿
入
、
池
水
は
常
に
一
尺
五
寸
内
外

 と
し
、
毎
秒
平
均
O、
九
八
立
方
尺
の
水
の
注
排
水
を
行
へ
5。

 、
ノ

 ニ
飼
育
期
間

(

昭
和
十
一
年
六
月
十
五
日
放
養

 放
春
期
は
一
般
に
比
し
て
棉
遅
れ
b、
則
ち
縣
外
の
配
給
を
先
に
な
し
木
縣
内
配
給
は
後
に
せ
る
爲
、
旦
叉
本
年
は
漁
獲
意
の
如
く
な
ら
ず
、
六
月
中
旬
漁
獲
せ
る
を

 放
養
せ
り
一

 十
一
月
末
日
に
於
て
池
申
飼
育
に
関
す
る
第
一
攻
試
験
を
終
り
、
更
に
第
二
次
の
越
年
飼
育
に
移
れ
り
。

)三
輪
蓬
及
放
義

 昭
和
十
一
年
六
月
十
五
日
縣
下
池
田
湖
産
小
鮎
を
三
H口
以
上
蓄
養
し
、
八
、
○
○
O余
尾
を
す
つ
く
輸
速
器
に
て
自
動
車
輪
邊
を
行
へ
り
、
常
時
湖
水
温
二
〇
度
三
分

 之
に
鋤
し
楡
邊
器
内
水
温
を
降
下
さ
せ
る
必
要
あ
る
を
以
て
湖
岸
湧
水
一
八
度
五
分
を
輸
邊
器
に
牧
容
氷
塊
を
絶
べ
ず
投
入
し
て
水
温
ニ
ハ
度
以
下
に
降
下
せ
し
め
、

 小
鮎
を
収
容
、
所
要
時
問
一
時
間
四
三
分
、
氷
塊
一
五
〇
ポ
ン
ド
を
要
し
て
楡
邊
経
了
せ
り
。
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 分
馳
如
50m泌

3950肪
。
5H池

養
時
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
放

州

正

 曇
天
、
氣
温
一
五
度
〇
九
分
、

 積
込
、
始
午
後
二
時

経
全
二
時
三
〇
分

午
後
二
時
三
二
分
襲

全
四
時
一
五
分
着

全
四
時
五
〇
分
放
養
絡
下

風
力
三

 輪
邊
申
蜷
死
魚
相
當
あ
り
た
る
も
途
中
生
徒
(輸
邊
從
事
)若
干
、
捨
去
bし
爲
、
英
の
確
敷
を
得
ざ
り
し
は
甚
だ
撞
憾
な
る
も
蜷
死
藪
豫
想
に
反
し
小
藪
な
り
し
事

 は
特
記
す
る

 供
試
池
厘
は
前
記
飼
育
池
二
池
を
利
用
し
、
五
池
五
二
〇
〇
尾
、
E池
二
七
〇
〇
尾
放
善
後
英
の
一
〇
〇
尾
を
測
定
せ
り

平
均
体
長

 〃
体
重

 A
池

 B
池

 五
、
五
糎
(一
寸
八
分
)

 一
,一
瓦
(O、
二
八
匁
)

坪
當
一
七
三
尾

 〃
九
〇
尾

 然
る
に
暑
中
六
月
甘
首
長
期
降
雨
奪
霧
氷
著
し
く
減
水
し
ψ
療
一
泡
附
近
蚕
誓
羅
開
始
の
緒
萎
に
給
水
不
可
能
と
夏
ム
池
悉
く
葵

 R池
五
八
○
尾
蜷
死
、

 み
に
て
綾
竹
せ
。

 三
日
間
五
馬
力
褒
動
機
に
よ
り
脛
四
吋
の
、
 ひ
妻
ボ
ン
ブ
を
蓮
韓
辛
じ
て
給
水
し
、

 残
余
の
鮎
を
持
続
A池
試
験
を
中
止
し
児
池
の

 四
飼
育
中
の
水
温

男

口
氣

旬
男

温
水

温

最
高
最

低

平
均
最
高
最

低
平
均

六
月

七
月

中

下上

中

下

句旬
 昌。、〇
 三
、
重

 ミ
、
異

 …一日里
 一、…〇一

 ;、
重

 三
、
o

 ;、
O

 二〇、一
 ぎ、壁一

 量
い
墨

幸
果

 乗
、
:

 一一七、全
 天
、
八
。

 量
、
九

 量
、
六

 美
、
六意一型

 三、一一
 三
、
九

 …
、
重

 三
、
o

 …
、
O

 …
、
七

 …
、
里

 旨
、
一

 三
、
大

量
,八



  
 

 
 

 
  

上
〃
三
、
五
き
、
九
一
元
、
聖
皇
一
、
七

 
    

  
 

八
月
完
、
書
旨
、
o

   
 

    
旦
一
、
里
三
、
量
量
、
八
七

  
      

中
〃
  

    
  

下
〃
毛
、
玉

     
  

 
天
、
菌
乗
、
里
美
、
実

   
 

  
 

 
書
「
八
三
、
o
毛
、
一
茜
、
o
美
、
ヨ

        `

  
 

 
 

 
 

 
L
」
〃
■
…
、
o
菟
、
六
ヨ
九
、
八
。
克
、
四
旨
、
o
秦
、
書

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
中
〃
ミ
、
里
…
」
毛
、
o
八
畠
九
、
冒
昌
四
」
乗
、
ヨ

  
 

 
 

 
 

 
下
〃
完
、
一
一
「
七
量
、
些
昌
四
、
里
三
『
o
…
、
七

  
 

 
 

 
 

 
上
"
…
.
o
δ
、
量
、
き
旨
、
六
菟
J
一
=
」
δ

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
月
中
〃
毒
、
六
八
、
o
…
、
;
…
、
曽
王
、
曽
畠
。
、
苔

  
 

 
 

 
 

 
下
〃
量
、
里
穴
、
o
三
、
八
一
三
、
玉
一
七
、
九
天
、
婁

  
 

 
 

 
 

 
上
〃
畠
四
、
o
昔
〕
菟
、
美
天
,
六
;
、
一
;
、
一
一

 
 

 
 

  
 

 
一
一
月
申
〃
茜
、
o
一
、
o
;
、
拳
二
、
五
茜
、
六
素
、
〇
一

  
 

 
  

  
下
〃
…
、
o
O
,
九
素
、
呈
;
、
一
     

  
 

'
;
、
里
冨
、
七

   
     

氣
温
寒
暖
計
八
百
葉
箱
内
、
ル
サ
ブ
オ
ー
ド
氏
最
高
最
低
寒
暖
計
二
体
リ
テ
観
測

)五
飼
料
及
餌
付

(

 餌
料
は
混
合
餌
料
を
主
と
し
食
欲
旺
盛
の
七
、
八
月
中
午
後
に
於
で
の
み
軍
凋
飼
料
を
用
ひ
、
荷
鮎
の
習
性
に
よ
。
、
六
、
七
月
動
物
を
主
に
、
八
、
九
、
十
月
に
於

 て
は
漸
次
植
物
質
餌
料
を
増
加
せ
b

餌
料
種
類

軍
凋
餌
料
動
物
質
(鰹
内
臓
)

 混
合
餌
料
動
物
質
(鰹
内
臓
、
蠕
粉
、
魚
粉
、
錨
)

 植
物
質
(ソ
バ
粉
、
.麦
粉
、
米
、
膝
)

 混
合
餌
料
は
何
れ
も
一
回
加
熱
し
、
鰹
内
臓
は
肉
挽
器
を
通
じ
て
粉
砕
内
臓
の
代
用
と
し
て
は
、
イ
ワ
シ
、
ミ
ー
ル
を
用
ひ
、
之
に
糠
を
配
合
、
更
に
離
を
混
じ
て
加
熱

 し
麦
粉
、
ソ
バ
粉
に
て
團
子
状
に
煉
り
固
め
擬
餌
中
の
溶
解
を
防
止
し
極
少
量
の
青
楽
を
摺
漬
し
て
混
じ
た
り

 飼
育
初
期
に
於
て
動
物
質
七
、
植
物
質
三
、
の
割
に
、
糠
三
、
蠕
粉
一
、
魚
粉
叉
は
内
臓
五
、
麦
粉
三
、
鐵
一
の
割
合
、
中
期
は
動
物
質
五
、
鐵
植
物
質
五
、
更
に
後

 期
に
於
て
植
物
質
七
、
動
物
質
三
と
し
糠
五
、
ソ
バ
粉
二
、
魚
粉
三
、
磁
少
量
と
し
そ
の
中
土
牛
期
に
て
麦
粉
を
使
用
せ
し
も
之
は
高
債
に
し
て
経
濟
上
不
利
な
る
に

 依
り
慶
止
し
代
品
と
し
て
ソ
バ
粉
を
使
用
せ
。
。



 撫
拙
ヰ
街
着
季
重
蒔
騒

 放
養
翌
日
餌
付
開
始
先
づ
田
螺
を
煮
熟
脆
殻
後
肉
挽
器
を
通
じ
粉
雄
の
上
注
水
口
に
て
散
布
せ
し
に
小
数
の
鮎
之
を
食
し
爾
後
一
日
藪
散
布
三
日
後
に
於
て
は
完
全
に
散

 布
餌
に
集
中
鋸
食
せ
り
、
四
日
日
よ
b田
螺
を
巌
し
混
合
餌
料
内
に
少
量
の
田
螺
を
混
じ
て
魚
粉
を
主
餌
料
に
前
述
の
如
く
麦
粉
に
て
煉
固
め
、
洗
面
器
に
盛
り
注
水
口

 水
底
に
て
給
典
し
tる
に
鮎
長
列
を
な
し
て
集
中
、
撮
食
、
爲
に
水
底
も
党
へ
ぎ
る
程
な
り
、
撮
食
し
経
れ
ば
更
に
給
典
な
し
一
日
藪
回
に
百
丁
て
給
典
倫
餌
の
不
足
を

 認
む
れ
ば
鰹
内
戯
の
み
散
布
給
興
せ
り
。

 愉
此
の
投
酔
量
は
何
れ
も
鮎
の
鋪
養
状
態
に
依
り
加
減
し
だ
れ
共
人
暮
坪
窟
乾
燥
量
二
〇
匁
(内
臓
を
除
く
)を
典
へ
後
期
は
鮎
の
癖
食
に
膝
じ
て
残
飯
な
き
程
度
に

 給
典
し
十
一
日
以
降
は
錐
死
を
初
め
撮
食
ぜ
ず
、
故
に
投
餌
を
中
止
せ
り
。

月
次

六七八九

月月月月

 ○
月

旬

阯男

中
旬

下
句

 ビ
ー
〃

■

 中
〃

 下
〃

 L
」
〃

■

 ヰ
〃

 下
〃

 ト
一
〃

中
4

 下
〃

 ト
.
〃

 h
「
〃

r 下
〃

動
物

質

投
餌
量
%
石
糺
 ゴ
蕾
量

餌

料

=七

盗

国一

 一
、
量

 昌
、
四
圭

 一
、
素
。

 旦
、
八
晋

 王
、
蓋
重

 量
、
四
8

 一
、
七
き

 呈
」
邑
8

 重
、
=五

 四
、
墨
。

 呈
、
三
試

 玉
、
困
さ

 四
、
八
00

乗四四;

一一九三;三一八三一八

;

三三

匁

暮
一

匁

 え
一
一
党

 畠
、
昌
七
四
六
四

 四
,果
。

 七
、
九
音

 ;、
八
さ

 三
、
奮
O

 戻
、
奮
。

 …
、
;o

 冨
、
九
吉

 一
八
、
戻
。

 日
0、
四
〇
〇

 一八」呂六〇

 ぎ
、
四
〇
〇

 =、
一
金

乗

八里圭

菟全八七八二夫

八二

全

通

 旦
、
七
三

 七
、
窒
昌

 九
、
三
〇

 茉
、
七
言

 蔓
」
裏

 書
,畠
O

 二
「
諸
。

 天
、
巳
音

 量、一一芸

 云
,窒
。

 三
、
毘
圭

 量
、
八
番

;央
里

糠
公
魚
粉
果

 糖一、一一八七
魚
粉
八
空

 蟹
一
、
=^o

 内
臓
一
一
、
四
書

 糠
四
、
ooo

 魚
粉
一
、
美
。

 糠
七
、
呈
。

 茄[㎜蠣冒「八里。

 糠
九
、
ooo

 一
鍛
嚢
。

 舳
[㎜
冊
二
、
o八
。

 糠
δ
、
圭
。

 内
臓
一
、
OOO

 糠
三
.;o

 魚
粉
昌
、
き
O

 糠
只
、
8o

 魚
粉
一
、
三
里

 糠
天
、
ooo・

 魚
粉
一
、
景
。

 糠
戻
、
言
。

 内
壁
一
、
OOO

 糠
λ
、
ooo

 魚
粉
一
、
量
O

 糠
一
〇
、
言
。

 魚
粉
一
、
八
。

種
類
及
投
餌
率

麦
粉
八
一

蟹
毛

 麦
粉
一
、
o八
七

塾
毛
七

 麦
粉
二
、
…
o

鱗
至

 菱
留
品
、
窒
。

 姿
螢
昌
、
圭
。

輌
壁
屯

田
螺
;

蠕
粉
一
八
七

魚
粉
秦

 菱
蟹
昌
、
否
O魚
粉
二
、
O量

 変
粉
巳
、
吉
。

 鱗
一
」
二
〇

 ソ
バ
粉
二
弩

鱗
七
九
〇

 ソ
バ
粉
-、
八
一
一
〇

内
臓
八
8

 ソ
バ
粉
二
、
戻
。

 内
臓
皇
、
九
〇
〇

 ソ
バ
粉
一
面
。

 内
臓
皇
、
二
8

 ソ
バ
粉
二
、
=台

 魚
粉
一
、
昌
;

 ソ
バ
粉
二
、
四
8

 内
臓
四
,言
。

 ソ
バ
粉
一
、
o八
里

 内
臓
目
、
窒
。

 ソ
バ
粉
昌
き



一
月
-

ヒ

.

中

下

 一
、
八
苦

 秀
。沓一

 三ユ六七

穴
.圭
〇

 四、八七〇

八四〇

七八設空

 八、六〇〇

 玉
、
ヌ
〇

 九
、
ooo

 糠
五
、
金
。
ソ
バ
粉
九
8

 魚
粉
四
蓄
内
臓
一
、
雪
O

 糠
四
.
皇
8
ソ
バ
粉
畢
O

魚
粉
一
書

糠
七
吾

 色
…
帆
仰
六
〇
ソ
バ
^粉
九
〇

 投
餌
董
総
計
…
面
貫
去
二
匁

 飼
育
期
中
に
於
け
る
餌
料
別

 舞
ノ
簸
一
内
臓
一
魚

粉
一
蜥
粉

 投
餌
量
ノ
割
合
一
=二
・
三
六
〇
一
一
五
、
五
六
六
一
二
一
四
一

一
田
螺
一
糠

一変
 粉
一
ソ
バ
粉

 二
、
四
七
七

 一
五
=五
〇
、
一
九
八
一
一
九
、
五
五
ム
一
五
、
四
〇
五

 飼
育
期
間
中
に
於
け
る
投
餌
量
と
英
動
物
、
植
物
質
の
割
合

餌

■

二
三
四
貫
七
九
三
五

物
質

 四
九
葵
…
亙

物
質
一

 一
八
五
貫
ニ
ハ
五

賢
一

三
%一

■

物

合

七
九
%

 六
飼
育
中
ノ
繁
死

 
 

 
 

 
 

 
 

 
力
別
一
句
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易
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均
水
混
一
蜷
死
敷
-
備
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六一中月一下句二二、七八'五九七尾放着直後及放善後二、三日間呈テ蜷死セリ金テ綱ズレ多シ
   

 
 

 
   

4
二
三
、
五
八
五
八
一
尾
給
水
不
可
能
一
一
ヨ
リ
鑑
死

  
 

 
     

月毒〃二四、一五
 

  
 

     
七
4
二
三
、
六
一
   

 
 

 
   

4
二
五
、
八
八
五
尾
自
然
鋸
死

  
 

 
 

 
 

  
^
L
L
一
4
二
五
、
八
七
七
尾
〃

 
  

  
 

 
  

八
j中
4二
六
、
主
ハ
二
星
以
上
七
八
月
錐
死
点
ハ
腹
部
ニ
イ
カ
リ
虫
ノ
寄
生
ア
リ

  
 

 
  

   
下
〃
二
六
、
二
五
荷
此
ノ
頃
池
中
ノ
鮎
ニ
モ
寄
生
ヲ
見
ル

  
 

 
     

月毒〃二六、二三
         L
 

  
 

     
ブ
〃
二
六
、
二
四

   
 

 
 

   
〃
≡
二
、
七
一
四
尾
九
月
下
句
以
降
ノ
錐
死
ハ
雑
多
ク
雄
ハ
何
レ
モ
休
衰
弱
シ
活
氣
及
精
液
ナ
・
ソ

  
 

 
 

    
月毒〃二一、二九'四尾

 
  

 
 

    
一
〇
4
二
〇
、
六
〇
六
尾

   
 

 
    

〃
一
八
、
七
五
五
五
尾

T

小
鮎
池
中
飼
育
委
託
試
験



小
鮨
地
中
飼
育
委
託
試
験

一
月

上

中

下

 一
七
、
二
四

 ニ
ハ
、
〇
二

 一
四
、
七
〇

計

五
二
尾

一
一
一
尾

三
五
三
尾

 一、七七七星

七
成
長
度

 (上
記
ニ
ハ
九
日
目
八
十
一
月
三
十
日
ニ
シ
テ
使
用
雄
鮎
ハ
殆
ン
ド
衰
弱
シ
精
液
無
ク
体

 長
雌
ト
回
ジ
カ
リ
シ
モ
体
重
二
於
テ
八
脾
ノ
差
ア
リ
)

 十
一
月
三
十
日
雌
雄
別
ノ
比
較
(五
〇
尾
測
定
)

丁
三
体

雄

 一
一
四
、
七
㎝
=…
、
五
脾

雌

 一
一
四
、
四
㎝
二
三
、
五
岬

 結
果
目
下
越
年
飼
育
申
に
て
歩
留
及
増
肉
關
係
等
製
表
出
來
得
す

 本
校
養
魚
池
は
全
て
止
水
池
に
し
て
供
試
池
厘
の
み
毎
秒
平
均
O、
九
八
立
方
尺
の
水
を
流
通
し
得
る
池
に
し
て
水
温
上
昇
に
封
す
る
小
鮎
飼
育
可
能
如
何
を
験
し
成

 長
度
、
放
養
率
,放
春
期
及
ぴ
越
年
を
目
的
と
し
経
済
的
關
係
は
式
年
度
に
護
り
て
施
行
せ
。

 御
背
中
の
成
長
度
は
測
定
中
に
於
け
る
錐
死
を
恐
れ
止
む
を
得
す
一
ケ
月
後
及
十
一
月
の
測
定
を
行
へ
り

 之
と
飼
育
中
の
観
察
に
よ
b八
月
迄
が
最
も
成
長
力
旺
盛
に
し
て
九
月
に
稿
衰
へ
英
の
反
射
に
生
殖
腺
著
し
く
嚢
達
し
産
卵
の
形
態
と
な
り
蜷
死
表
に
示
す
如
く
九
月

 下
旬
に
至
bて
繁
死
絞
出
水
温
二
〇
度
を
下
れ
ば
繁
死
彩
し
く
一
日
石
〇
尾
以
上
と
な
れ
り

 九
月
下
旬
後
十
月
下
句
に
至
り
て
漸
弐
揮
食
量
減
じ
従
來
注
水
口
に
群
游
し
だ
れ
共
、
池
壁
の
滝
藻
類
、
緑
藻
類
を
嗅
ぎ
廻
り
池
周
表
面
を
雌
雄
大
飯
れ
水
音
を
立
て

 活
瀞
に
洞
游
し
殊
に
午
前
日
出
直
後
夕
刻
の
日
光
直
射
な
さ
時
最
も
繁
し
く
十
一
月
に
入
り
て
英
の
洞
游
及
食
欲
全
く
止
み
雄
は
黒
く
錆
び
躰
痩
せ
衰
へ
精
液
全
く
な

 く
艶
死
し
雌
は
二
、
三
の
鑑
死
見
受
け
し
も
申
下
句
と
な
り
て
卵
成
熟
の
儘
放
卵
し
得
す
錐
死
せ
り

 以
上
に
よ
b放
春
期
は
遅
く
と
も
三
月
初
旬
に
放
養
、
坪
常
最
低
五
五
尾
(前
述
の
水
量
に
て
)と
し
成
長
力
旺
盛
な
る
七
、
八
月
迄
に
充
分
成
育
さ
せ
市
場
に
出
荷

 す
る
か
良
好
と
思
料
す
る


